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反 携力 抜群 /
ス トレー ト特殊スチールパイプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注日の的です

新製品 No3500キングメイト

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16m直径 6.価のストレート特殊スチール

ルバイプを使用

●小銀杏構造と輸入木材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群

東京都渋谷区笹■ 2丁 日46■ 0号

電 嬌 (377)4401(代表)
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選
手
た
ち
は
、
か
く
の
ご
と
く
、
青
空
と
太
陽
を
満
喫
し
て
い
る
が
、

日
本
選
手
団
本
部
は
、
連
日
、
朝
か
ら
各
監
督
を
集
め
必
勝
の
作
戦
会

議
に
余
念
が
な
い
。

右
列

一
番
奥

（自
シ
ャ
ツ
）
は
川
端
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
監
督

（右
）
片
岡
輝
明
氏
撮
影
　
（下
）
フ
ォ
ー
ト
・
キ
シ
モ
ト
提
供

熱
戦

う
ら
お
も

て

ｒ

ｉ

…

V

ス
タ
ン
ド
最
上
段
を
ご
ら
ん
あ
れ
。
遠
目
に
は
ア
コ
ー
デ
オ
ン
・
カ
ー
テ
ン
の
ご

と
く
、
よ
く
見
れ
ば
破
風
ず
く
り
の
ご
と
く
、
突
き
出
て
い
る
カ
ベ

（
三
角
窓
の

と
こ
ろ
）
こ
こ
か
ら
風
が
吹
き
こ
ん
で
、
日
本
チ
ー
ム
を
な
や
ま
せ
た
。

（
フ
ォ
ー
ト
・
キ
シ
モ
ト
提
供
）
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=そ の反省とll■穫 =

打倒イン ドネシアの希望高まる

日本選手団監督 川  端  昇  市

▲アジア大会会場で川端監督

″野

性

的

な

気

力
あ

必

要

を

痛

感

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
親
善
試
合
、

ア
ジ
ア
大
会
と
、
あ
わ
た
だ
し
い
な

か
で
、
連
続
し
て
二
つ
の
国
際
試
合

に
参
加
し
た
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
ち
が
っ
て
、
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
が

一

つ
の
世
界
の
中
心
で
あ
り
、
日
本
に

と
っ
て
の
強
敵
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
日
本
の
ト
ッ
プ
級

選
手
が
、
ア
ジ
ア
の
ラ
イ
パ
ル
た
ち

と
、
し
か
も

″
敵
地
″
で
、
数
多
く

の
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
は
、
近
い
将

来
、
必
ず
や
、
日
本
．ハ
ド
ミ
ン
ト
ン

界
の
前
進
の

″
肥
料
″
と
な
る
に
ち

が
い
な
い
。

具
体
的
な
個
々
の
点
に
つ
い
て
は

選
手
諸
君
の
手
記
に
待
つ
こ
と
に
し

て
、
こ
こ
で
は
、
私
が
監
督
と
い
う

立
ち
場
か
ら
感
じ
た
、
遠
征
の
反
省

と
収
穫
に
つ
い
て
、
若
干
、
述
べ
て

み
た
い
。

ま
ず
、
反
省
点
で
も
あ
り
、
反
面
、

収
穫
で
も
あ

っ
た
こ
と
に
、
気
力
の

問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
だ
れ
が
ダ
メ
だ

っ
た
と

か
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
全

体
的
に
、
日
本
選
手
が

″
過
保
護
´

の
状
態
で
日
常
を
す
ご
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
、
私
自
身
を

ふ
く
め
た
反
省
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を

″
国
技
″
と
称
し
、
国

家
の
財
政
的
援
助
な
ど
も
あ
る
国
は

別
と
し
て
も
、
日
本
選
手
、
そ
れ
も

ト
ッ
プ
級
は
、
練
習
に
対
す
る
環
境

が
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
自
主
独
立
の
気
概
が

無
意
識
の
う
ち
に
欠
け
る
よ
う
に
な

り
、
み
ず
か
ら
の
努
力
と
工
夫
で
難

関
を
乗
り
越
え
て
い
く
力
が
乏
し
く

な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。

レ
ス
リ
ン
グ
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に

公
約
ど
お
り
の
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら

し
た
八
日
会
長
は
、
わ
ざ
と
選
手
を

蚊
の
プ
ン
プ
ン
飛
び
交
う
体
育
館
の

床
に
、
選
手
た
ち
に
ご
ろ
寝
を
さ
せ

た
り
し
た
。

別
に
、
そ
れ
が
い
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
こ
う
し

た
環
境
で
も
、
自
分
の
ベ
ス
ト
を
つ

く
せ
る
だ
け
の
力
と
精
神
を
養
う
こ

と
の
大
切
さ
を
、
痛
感
す
る
の
だ
。

幸
い
、
選
手
は
み
な
、
こ
う
し
た

基
本
的
な
こ
と
に
気
づ
い
て
く
れ
た

し
、
不
振
に
あ
え
い
だ
竹
中
選
手
も

「
チ
ー
ム
ブ
レ
ー
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
戦
う

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
、
今
度
、

初
め
て
わ
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り

や
は
り
遠
征
し
て
よ
か
っ
た
、
と
思

う
。ア
ジ
ア
大
会
で
、
男
子
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
、
ま
た
も
苦
杯
を
な
め
た

が
、
そ
の
差
は
技
術
的
に
乗
り
越
え

ら
れ
ぬ
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
日
本
の

ス
ピ
ー
ド
、
ラ
ッ
シ
ュ
が
、
か
な
り
す

ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

不
幸
に
し
て
、
日
本
は
ヨ
ン
ピ
を

組
ん
で
日
が
浅
く
、
し
か
も
、
日
常

″
名

コ
ン
ピ
″
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
長

く
、
似
合
い
の
ペ
ア
で
長
く
練
習
を

続
け
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
現
状
だ

が
、
実
戦
の
経
験
が
加
わ
れ
ば
、
日

本
が
優
位
に
立
つ
日
は
遠
く
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
制
度
も
未
発

達
で
、
海
外
交
流
も
限
ら
れ
て
い
る

日
本
だ
が
、
選
手
た
ち
は
、
み
な
意

欲
に
燃
え
、
女
子
は
ユ
杯
の
防
衛
に

男
子
は
打
倒
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
決
意

を
固
め
て
い
る
。
こ
の
人
を
消
す
こ

と
な
く
、
さ
ら
に
燃
や
す
こ
と
が
我

々
の
責
任
で
あ
る
と
思
う
。

勒
今
月
号
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
劣

今
月
号
は
ア
ジ
ア
大
会
の
総
ま
く

り
で
す
。

四
年
に

一
度
の
、
こ
の
祭
典
は
、

東
南
ア
ジ
ア
に
強
敵
が
そ
ろ
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
と
っ
て
は
、　
ュ
杯

。
卜
杯
に
劣
ら

な
い
、
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
。

本
号
で
は
、
現
地
を
取
材
し
た
フ

ォ
ー
ト

・
キ
シ
モ
ト
の
ス
タ
ッ
フ
の

ご
厚
意
で
、
カ
ラ
ー
を
ふ
く
む
、
８

ベ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
写
真
を
組
ん
だ
ほ

か
、
記
録
、
よ
み
も
の
を
、
も
つ
だ

く
さ
ん
に
揃
え
た
。

こ
の
ア
ジ
ア
大
会
の
直
前
に
、
日

本
代
表
チ
ー
ム
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
遠
征
し
た
が
、
こ
こ
で
得
た
収
穫

も
あ
わ
せ
収
録
し
た
。

よ
み
も
の
の
中
で
は
、
ま
ず
、
特

派
員
と
し
て
活
躍
し
た
二
人
の
記
者

の
特
別
寄
稿
、
旅
日
記
シ
リ
ー
ズ
の

選
手
団
の
ュ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
生
活

ぶ
り
が
楽
し
い
。

ま
た
、
こ
れ
も
、
と
く
に
寄
稿
を

お
願
い
し
た

「
バ
ン
コ
ク
見
て
あ
る

記
」
と

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
実
情
」

は
、
両
国
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
、
い

か
に
栄
え
て
い
る
か
を
、
簡
潔
に
伝

え
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
日
本
協
会

・
伊
藤
指
導

委
員
長
は

「
７．
年
の
課
題
」
で

「
世

界

一
の
日
本
女
子
も
、
油
断
を
す
る

と
大
変
」
と
問
題
点
を
指
摘
、
書
鐘

を
鳴
ら
し
て
注
目
さ
れ
る
。

轡 .鞠



小
島
の
健
闘
む
な
し

男
子
団
体

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
に

惜

敗

○
栂
野
尾
２（・５．５日
３２）０察
　輝

○
細
野
鵬
２（・５．５日
２．２）０鼓
緞
際

▼
準
決
勝

タ　　
　
イ
３１
１
マレー
シ
ア

ガ
″ド
、不３《碑２．日
０．）１日
　本

。
ノノ、ルト
２（・５．５＝
０１）０本
　間

第
六
回
ア
ジ
ア
大
会
で
、
日
本
は

金
３
、
銀
１
、
銅
３
と
い
つ
、
か
っ

て
な
い
好
成
績
を
お
さ
め
た
。

大
会
は
十
二
月
九
日
か
ら
二
十
日

ま
で
、
前
回
に
引
き
続
き
、
タ
イ
国

の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
十
日
―
十
九
日

に
わ
た
り
、
キ
チ
カ
チ
ョ
ン
・
ス
タ

ジ
ア
ム
に
、
十
力
国
が
参
加
し
て
、

熱
戦
を
展
開
し
た
。

日
本
は
女
子
が
ュ
杯
保
持
国
の
面

目
を
発
揮
し
て
大
活
躍
し
た
。
ま
ず

前
半
の
団
体
戦
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
を
く
だ
し
て
優
勝
、
個
人

戦
で
も
シ
ン
グ
ル
ス
で
湯
木
が
ト
ン

カ
ム

（
タ
イ
）
を
破
り
、
ダ
ブ
ル
ス

で
は
相
沢

・
竹
中
組
が
ヌ
ル
ハ
エ
ナ

・
レ
ト
ノ
組

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に

勝

っ
て
優
勝
と
、
〓
一種
日
と
も
に
‘
π

ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、　
ハ
ル
ト
ノ

は
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
パ
ヮ
ー
が
あ

り
、　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
く
、
読
み

も
早
か
っ
た
。

逆
を
つ
か
れ
た
場
合
で
も
、
相
手

が
普
通
の
選
手
な
ら
、
な
ん
と
か
レ

シ
ー
プ
が
で
き
る
が
、　
ハ
ル
ト
ノ
を

相
手
に
し
て
は
、
全
く
手
が
出
な
か

っ
た
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。

こ
ん
な
こ
と
を
感
心
し
て
い
て
は
い

け
な
い
わ
け
だ
が
、
改
め
て
そ
の
力

量
に
驚
か
さ
れ
た
。

ほ
か
に
、
特
に
気
付
い
た
こ
と
で

は
、
ネ
ッ
ト
ブ
レ
ー
の
抜
群
の
う
ま

さ
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
選
手
は

″
す
く

っ
て
い
る
ψ
と
い
う
感
じ
で

打
つ
が
、
彼
の
場
合
は
タ
マ
に
さ
か

ら
わ
ず
当
て
る
、
と
い
っ
た
感
じ
。

見
な
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（本
間
順
次
）

圏
圏
轟
爾
圏
艤
瑕
量
磯
畷
驚
艤
鐵

第

一
ゲ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
よ
く
４

１
０
と
リ
ー
ド
し
た
が
、
相
手
が
こ

ち
ら
の
攻
め
口
を
わ
か
っ
て
く
る
と

ず
る
ず
る
と
ペ
ー
ス
に
ひ
き
こ
ま
れ

て
し
ま

っ
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
も
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

リ
ー
ド
を
許
し
、
中
盤
か
ら
け
ん
め

い
に
追
い
上
げ
た
も
の
の
、
追
い
つ

く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

結
局
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
組
の
ス
ピ

ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と

意
識
し
す
ぎ
た
勝
負

▼
二
回
戦

ソ

　

　

ー

（比
国
）

▼
準
決
勝

ま
た
、
イ
ン
ド
ラ
ト
ノ
が
全
力
で
打

つ
、
ス
ピ
ー
ド
と
角
度
あ
る
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
レ
シ
ー
プ
し
き
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
敗
因
と
な

っ

た
。自
分
の
力
不
足
ば
か
り
で
な
く
、

ダ
ブ
ル
ス
の
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。
　

　

　

（谷
口
　
寛
）

▼
決
　
勝

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

３
１
０

タ
　
　
イ

ハヽ ハ ハ
…

´ ′‐ ピ ″ヽピ ピ ピ どヽい ‐ ハ ハ ′い ハ ″r‐ o 日

▼

一
回
戦イ

３

１

０

ム
［

!弯

マ
レ
ー
シ
ア

３
１

０

フ
ィ
リ
ピ

ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

３
１
０

ネ
パ
ー
ル

大会総まくり

体0個人タイトル独占
ミ
銅メダル

″
以上の成績

本
３（騨
・２‐１
００）０香
　港

小
　凸島２（・５．５‐‐
・５）０苦象沓准

○   ○
ルミライ ナノハ
ジントン ワ ｀ル
ヤタノド ングト
2       2

1515     1515
11   11
104     412

0       0
小谷  本栂

野
島日  間尾

ノ
Jヽ

島
2

1515
11
95
0

ジム
ル

ヤ
1

51215
111
15159

2
′ト

島
○

4ヽ

島
2

15157
111
5915
1

ビ
~

ル 、

範聰
　
一一　
一

“
一一一

継
　
一一
」

襲
　
．・　
¨

ン

ト
一
マ
）

本
間
組

″金
″
の
が
す

◆

ンヽ
ン
グ
ル
ス

▼

一
回
戦

▲アジア大会のプログラム

一．一一躙

藁
澤
鋏

.、

|:・購



第 6回 アジア競打

ユ杯の貫禄、女子巨
出場全員カ

ヽ
`い
″
`ハ
″ ど` dヽr´ ´ ´ ●へ́ ´ ″ ゛ハJハ小 ″ヘハ ハ ハ 』い、Jハビ ″ g

過
一去
あ
一成
一績

◆
第
四
回
大
会

（６２
年

。
ジ
ャ
カ

ル
タ
）
金
０
、
銀
０
、
銅
０

◎
男
子
団
体
＝
２
回
戦
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
屈
す
◎
女
子
団
体
＝
タ

イ
に
破
れ
４
位

◎
男
子
単
＝
小
官
が
準
々
で
敗
退

◎
男
子
複
＝
小
官

。
永
井
組
が
準

々
で
敗
退

◎
女
子
単
＝
栂
野
尾
４
位
◎
女
子

複
＝
栂
野
尾

・
橘
組
１
回
戦
で
敗

全
制
覇
″
を
飾

っ
た
。

一
方
の
男
子
は
苦
戦
の
連
続
な
が

ら
、
や
は
リ
メ
グ
ル
を
手
に
し
た
。

団
体
戦
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
当
た
り

接
戦
の
す
え
敗
れ
た
も
の
の
三
位
。

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
小
島
が
ム
ル
ヤ
ジ

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
惜
敗
し
て
、

や
は
り
三
位
、
ダ
ブ
ル
ス
の
本
間

・

栂
野
尾
組
は
決
勝
に
進
出
し
て
二
位

を
確
保
し
た
。
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
小

島

・
竹
中
組
が
準
決
勝
に
進
ん
で
三

位
と
な

っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
団
体
メ
ン
バ

ー
を
ふ
く
め
出
場
全
員
が
銅
メ
グ
ル

以
上
の
成
績
と
な

っ
た
の
は
成
功
と

い
え
る
。

（注
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
大
会
で

実
施
さ
れ
た
の
は
第
四
回
か
ら
で
あ

る
。
）

退
◆
第
五
回
大
会

（６６
年

・
バ
ン

コ
ι

金
２
、
銀
１
、
銅
４

◎
男
子
団
体
＝
準
決
勝
で
マ
レ
ー

シ
ア
に
屈
す
◎
女
子
団
体
＝
優
勝

◎
男
子
単
＝
秋
山
が
準
決
に
進
出

◎
男
子
複
＝
秋
山

・
小
島
組
、
堺

・
官
永
組
と
も
２
回
戦
で
敗
退

◎
女
子
単
＝
高
木
優
勝
、
高
橋
が

準
決
に
進
出
◎
女
子
複
＝
天
野

・

高
橋
組
２
位
、
高
木

。
後
藤
組
準

決
に
進
出

◎
混
合
複
＝
２
回
戦
で
敗
退
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ハ
ル
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一
・

（
グイ

″

ン ヮ ド

ド ン ラ

不ヽ

シ

ア

）

勝

は
完
全
に
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ス
で
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ニ
ゲ

ー
ム
ロ
に
な
り
、
勝
ち
を
意
識
し
て

思
い
切

っ
た
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、
相

手
を
調
子
ず
か
せ
た
の
が
残
念
。

．フ
レ
ー
は
、
プ

ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ほ

ど
早
く
は
な
い
が
、
次
の
タ
マ
に
対

す
る
陣
型
が
完
全
の
た
め
二
、
三
発

目
に
決
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ン
シ
ー
プ

ｏ
ア
タ
ッ
ク
が
う
ま
く
、

完
全
に
タ
マ
を
引
き
込
ん
で
打

っ
て

い
た
。
　
　
　
　
　
（本
間
順
次
）

日
本
代
表
チ
ー
ム

◆
監
督
　
川
端
昇
市
、
日
本
協
会

理
事
長
◆
コ
ー
チ
　
板
垣
隆
房
、
日

本
協
会
競
技
力
向
上
委
員

◆
男
子
▼
小
島

一
平

（乗
）
中
大

出
、　
ョ
ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
１
６
０

つ
、
∞
♂
▼
栂
野
尾
昌

一
（曇
）
法

大
出
、　
〒
不
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
１
７

６
つ
、
６５
♂
▼
本
間
順
次

（三
）
中

大
四
年
、
１
７
６
つ
、
６８
♂
▼
谷
ロ

寛

（
死
）
立
大
三
年
、
１
７
８
考
、

６９
♂◆
女
子
▼
湯
木
博
江

（三
）
日
女

体
大
四
年
、
１
６
１
つ
、
６０
♂
▼
竹
中

悦
子

（三
）
新
潟
青
陵
短
大
出
、　
ョ

ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
１
６
３
つ
、
５５

♂
▼
相
沢
マ
チ
子

（二
）
新
潟
青
陵

短
大
出
、　
子
不
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
１

６
３
つ
、
５３
♂
▼
西
尾
員
理
子
含
↓

大
阪

・
四
条
畷
学
園
高
二
年
、
１
５

７
つ
、
５６
♂

れ  ナビウ  シ⌒ナビウ
て 相 ラ |ン ▼ アマラ 1ン
い 手 ン

｀
ブ 決
Vレ ン ｀プ

▲主将として孤軍奮斗した小島一平 (フ ォート・キシモト提供)
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）

（集
）
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わ
っ
ち
リ
ス
ク
ラ
ム
貯
縫

二
十
二
歳
の
湯
木
博
江
（日
女
休
平
○

を
中
心
に
、
二
十
歳
の
竹
中
悦
子

（新

理習
墜
響
研
究
三
了
箱
沢
マ
考
す

（同
）
、
高
校
二
年
生
、
十
六
歳
の
新

鋭
酉
尾
真
理
十
（四
条
畷
髭
阿
）
。
こ

の
″若
い
力
″
が
ユ
ー
パ
ー
杯

（世
界

女
子
団
体
選
手
権
）
保
持
国
の
誇
り
を

見
事
に
守
り
抜
き
、
日
本
女
子
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
は
ア
ジ
ア
大
会
に
二
連
勝
を
飾

つ
た

川
端

監
督
は

コ
鍾
曖
は
予
想

ど
お

り
、
欲
を
い
え
ば
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち

，
ふ
ち
た
」
と
い
２

″世
界
一
″
の

日
本
と
国
際
的
に
ほ
と
ん
ど
実
績
の
な

い
タ
イ
。

「実
力
的

に
は

問
題
に
は

な
ら
な
い
」
と
み
ら

れ
て

い
た
が
ら

だ
。日

本
は
ま
ず
蕩
木
が
余
裕
た
っ
ぶ
り

の
プ
レ
上
で
ア
チ
ャ
ラ
を
軽
く
料
理
「

順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
エ
ー

ス
竹
中
が
ト
ン
カ
ム
の
力
に
圧
倒
さ
れ

≦
九啓
ｙ
「

「
八
月

こ
ろ
か
ら

ス
ラ
ン
プ

が
続

き
、
迷
っ
て
弱
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
」
涙
を
浮
か
べ
る
竹
中
。
思
わ
ぬ

日
本
の
一
敗
に
観
衆
は
す
っ
か
リ
エ
キ

サ
イ
ト
。

「
ウ
ワ
ッ
！

（
そ
れ

っ
１
ビ

と

一
斉
に
声
を
あ
げ
て
タ
イ

・
チ
ー
ム

ヘ
の
応
援
だ
。

だ
が
、
日
本
は
次
の
ダ
ブ
ル
ス
を
が

っ
ち
り
も
の
に
し
て
ピ
ン

チ

を

脱
し

た
。
と
く
に
湯
木
と
十
月
の
合
宿
か
ら

ペ
ア
を
組
ん
だ
ば
か
り
と
い
う
若
い
西

尾
は
、
慮
実
な
ン
シ
ー
プ
と
打
つ
べ
き

と
き
に
確
実
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る

な
ど
霞
躍
ヶ
み
せ
た
。

そ
し
て
優
勝
を
か
け
た
一
戦
．
竹
中

・
相
沢
組
ば
第
１
セ
ッ
ト
を

一
方
的
に

と
っ
た
が
、
第
２
セ
ッ
ト
は
い
き
な
り

８
ポ
イ
ン
ト
を
通
取
さ
れ
る
苦
し
い
試

合
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
国

際
経
験

豊
富
な

日
本

ペ
ア
。
相
沢
が

「
つ
な
い
イ
粘
ろ
２

ン
竹
宝
雲
一
打

ち
、
徹
底
的
に
ポ
ー
ル
を
搭
う
作
戦
に

出
た
。

タ
イ
は
あ
せ
る
．
そ
し
て
ミ
ス
が
出

始
め
た
。
差
は
み
る
み
る
つ
ま
っ
て
１３

１
・３
と
つ
い
に
同
点
。
こ
う
な
れ
ば
日

本
の
ペ
ー
ス
。
竹
中
の
豪
快
な
ス
マ
ッ

シ
ュ
が
続
き
、
最
後
は
ト
ン
カ
ム
が
落

と
し
て
劇
的
な
グ
ー
ム
は
終
わ
っ
た
。

「
０
１
・４
か
ら
ひ
つ
く
り
返
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
負
け
る
な
ん
て
全
然

…
‥
」
と
相
沢
と
竹
中
。
三
年
前
か
ら

ベ
ア
を
組
ん
で
い
る
両
選
手
は
う
れ
し

そ
Ｐ

握

チ
蕉
″わ
し
た
。

（田
中
信
特
派
員
）

女 子 団 体 戦
タ イ に も
一つ落とす

女
子
団
体
戦

▼

一
回
戦

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
３
１
２
マ
レ
ー
シ
ア

韓

　

　

　

国
３
１
２
台

　

　

湾

▼
準
決
勝

日　本
３命い・２‐Ｉ
Ｈ）２召
″バ

○
揚″　エハ２⌒・１１２Ｈ
４．．）０
ニミナ
ル

ユ
杯
以
来
の
対
戦
。
あ
の
と
き
は

自
分
で
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
プ
レ

ー
を
し
た
の
で
、
今
度
こ
そ
は
″
で

の
ぞ
む
。
１
ゲ
ー
ム
８
１
３
の
リ
ー

ド
の
あ
と
、
自
分
の
凡
ミ
ス
が
相
手

の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
誘
発
、　
一
気
に
９

ま
で
い
か
れ
た
が
「負
け
ら
れ
な
い
」

と
相
手
を
に
ら
み
つ
け
な
が
ら
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
に
持
ち
込
む
。

２
ゲ
ー
ム
か
ら
風
が
多
く
は
い
っ

て
き
て
、
私
の
コ
ー
ト
に
む
か
う
た

め
、
サ
ー
プ
が
の
び
ず
、　
ス
マ
ッ
シ

ュ
で
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
前
半
を

１
点
で
押
え
、
折
り
返
す
。
ミ
ナ
ル

ニ
は
１
ゲ
ー
ム
を
せ
っ
て
、
バ
テ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（湯
木
博
江
）

試
合
少
し
前
か
ら
風
が
強
く
な
り

そ
れ
を
頭
に
入
れ
て
コ
ー
ト
ヘ
。

１
ゲ
ー
ム
、
自
分
の
サ
イ
ド
か
ら

打
つ
タ
マ
が
風
に
押
さ
れ
て
短
く
な

る
の
で
、
サ
ー
プ
の
位
置
を
前
に
し

て
い
き
、
相
手
に
上
げ
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
が
郊
い
て
、
ほ
と
ん
ど
バ
ッ

ク
ア
ウ
ト
が
ポ
イ
ン
ト
に
つ
な
が

っ

た
。２
ゲ
ー
ム
、
今
度
は
上
げ
ず
に
、

ま
た
ク
リ
ア
ー
も
高
め
に
攻
め
た
ら

ア
ウ
ト
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
た
が

ふ
だ
ん
の
半
分
ぐ
ら
い
の
力
で
も

バ

ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
。
し
か
し
、

フ
ロ

ン
ト
ワ
ー
ク
に
ま
だ
ま
だ
自
信
が
な

い
の
で
、
ネ

ッ
ト
で
勝
負
で
き
な
か

っ
た
の
が
、
な
に
よ
り
の
敗
因
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
は
６
１
４
ま
で
ど
う

に
か
リ
ー
ド
で
き
た
が
、　
コ
ー
ト
チ

ェ
ン
ジ
し
て
か
ら
、
や
は
り
風
に
対

し
て
自
分
の
プ
レ
ー
を

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
か

っ
た
。

（竹
中
悦
子
）

風
が
激
し
く
入
る
こ
と
を
計
算
に

入
れ
て
コ
ー
ト
を
選
ん
だ
の
が
き
い

た
。
ン
ト
ノ
を
振

っ
て
打
た
せ
る
作

戦
も
図
に
当
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
先
行
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
、
向
い
風
な
の
で
、

へ
た
に
あ
げ
て
打
た
れ
て
は
、
と
、

あ
げ
ず
に
こ
っ
ち
か
ら
仕
掛
け
る
作

戦
だ
っ
た
が
、
な
か
な
か
コ
ン
ピ
と

れ
ず
。
ミ
ナ
ル
ニ
が
う
ま
く
レ
ト
ノ

を
カ
バ
ー
、
攻
め
に
転
じ
た
タ
マ
に

押
さ
れ
ぎ
み
に
な

っ
た
こ
と
が
、
そ

の
理
由
だ
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
、
１４
点
を
先
き
に
と

り
な
が
ら
追
い
上
げ
ら
れ
た
。
あ
と

の
３
ポ
イ
ン
ト
で
ネ
ッ
ト

・
ミ
ス
が

続
き
、
相
手
を
う
し
ろ
ま
で
押
し
切

れ
ず
、
前
陣
で
料
理
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
せ
り
合
い
で
も
絶
対
に
く
ず
れ

ず

″
何
が
何
で
も

一
本
″
の
気
力
を

竹 中 の 不 調 つ づ く

竹

中
1

7 111
111
11113

2
ウ

タ

○

41本日

中沢
1

16815
111
17158

2
トニ ミ

ノ 
｀
ナ
レル

○

(東京新聞から)

対イン ドネシア戦には苦戦,最終試合で勝つ



持
た
な
け
れ
ば
と
反
省
し
た
。

（竹
中
悦
子
、
相
沢
マ
チ
子
）

○
鴎
　
跡
２
（
・５．５
日
・３９
）
０
一
ナノレピ

ノ、‐
、

１
ゲ
ー
ム
、
６
ま
で
リ
ー
ド
さ
れ

た
と
き
、
ア
ガ
っ
て
い
る
の
が
わ
か

っ
た
。

「
高
校
生
相
手
と
思

っ
て
」

と
い
い
き
か
せ
る
。
第
２
ゲ
ー
ム
、

・４
ま
で
き
て
、
ま
た
あ
せ
っ
た
。

湯
木
さ
ん
に
、
後
に
行
っ
て
も
ら

い
、
自
分
は
前
に
出
よ
う
。
私
の
タ

マ
は
、
全
部
、
切
り
返
さ
れ
る
か
、

打
た
れ
る
か
だ
か
ら
…
。
風
が
少
し

入
っ
て
く
る
と

ハ
イ
ク
リ
ア
ー
が
飛

ば
ず
、
や
り
に
く
い
。　
一
つ
一
つ
の

こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
な
く
、
気
が

つ
い
た
ら
勝

っ
て
い
た
。

（西
尾
真
理
子
）

で
ゲ
ー
ム
を
運
ん
だ
こ
と
も
効
い
た

と
思
う
。
た
だ
、
負
け
ら
れ
な
い
試

合
な
の
で
、
余
り
思
い
切

っ
た
プ
レ

ー
が
で
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な

ら
な
い
。
　

　

　

（相
沢
マ
チ
子
）

タ
　
　
イ
　
３
１
０
　
韓

　

国

▼
決
　
勝

日
　本
３盆”２．日
０．）１
タ
　
イ

○
湯
　木
２（・１１．日
４５）０
ア
チ
ヤ
ラ

竹
　
中
０（５７日
・１１．
）２
卦
ンカ○

○
鴎
　跡
２（・５．５日
７．。）。
嫁
舞
″
ン

○
仰
　慨
２（・８．５日
・５６）０
か
″
り
熟

Ａ

一４

峰

ψ

第
４
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
、
竹
中

。

相
沢
組
が
１
ゲ
ー
ム
を
先
行
、
第
２

ゲ
ー
ム
Ｈ
１
８
と
追
い
上
げ
た
と
き

だ

っ
た
。
三
十
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
、
ト

ン
カ
ム
の
打

っ
た
タ
マ
が
２０
セ
ン
チ

以
上
も
バ

ッ
ク
ラ
イ
ン
を
割

っ
た
と

見
え
た
が
、
タ
イ
人
の
線
審
の
判
定

は

「
イ
ン
」
。
そ
れ
ま
で
に
も
不
利

な
判
定
を
い
く
ど
か
さ
れ
て
い
た
竹

中
、
相
沢
は
顔
色
を
変
え
て
抗
議
の

ゼ
ス
チ
ュ
ア
を
し
た
が
、
イ
ン
ド
人

の
ン
フ
エ
リ
ー
も
知
ら
ん
顔
。
こ
の

シ
ョ
ッ
ク
で
、
ス
コ
ア
は
１３
１
８
と

日
本
が
ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
た
。

し
か
し
、
気
を
取
り
直
し
た
二
人

は
強
打
に
出
て
・‥
。

（読
売
新
聞
）

∬

ν
コ
ク

選
手
団
の

″
マ
ル
秘
″
の
日
配
を

一
部
分
、
公
開
し
ま
す
。

例
に
よ
っ
て
珍
談
、
奇
談
は
数
知

れ
ず
だ
が
、
遠
征
の
目
的
は
勝
負
だ

リ

キ

む

と

な
に
が
出
る
？

・２
月
４
日
　
羽
田
ｎ

・
３０
の
チ
ャ

ー
タ
ー
機
に
て
、
バ
ン
コ
ク
ヘ
。

一

同
、
揃
い
の
〓

一
フ
ォ
ー
ム
な
の
で

修
学
旅
行
か
な
に
か
み
た
い
で
す
。

機
内
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
選
手
と

早
く
も
パ
ー
テ

・２
月
５
日
　
１２
時
か
ら
練
習
。
バ

ス
で
体
育
館
ま
で
。
公
園
の
中
に
あ

る
小
さ
な
体
育
館
。　
含
一面
）

雨
が
降

っ
て
い
る
た
め
か
、
ム
シ

暑
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公
園
二
周
。

軽
く
基
礎
練
習
の
後
、
ゲ
ー
ム
練
習

に
は
い
る
。

１
ゲ
ー
ム
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

西
尾
さ
ん
が

「
気
持
ち
悪
い
」
と
い

う
。
私
た
ち
も
初
め
て
来
た
と
き
に

日
ま
い
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

多
分
、
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と

バ か ロ マ だ   ○
イ つ ツ ツ け こ   本日
ス た プ シ に の
で
°
と ユ  試  ,|ミ｀
ま ネ を 苦 合  2

i』 IIIE璽 藝
。 さ つ い

°
出  1

サ ん た よ 相 が  テ
|の の う 手 決  レ
ビ ア が

｀
に ま  シ

ス ド よ ド ス る  ヤ

け
に
あ
ら
ず
、
見
円
を
ひ
ろ
め
る
の

は
大
い
に
け
っ
こ
う
で
す
。

文
中
、
点
線
で
田
ん
だ
部
分
は
男

子
が
書
い
た
も
の
で
す
。

同
席
。
バ
ン
コ
ク
ヘ
着
く
直
前
、
某

嬢
、
三
宅
選
手
（重
量
あ
げ
）
に

「
リ

キ
む
と
オ
ナ
ラ
が
出
る
の
で
は
な
い

か
」
ま
わ
り
の
人
大
爆
笑
。

「
緊
張

す
る
と

（試
合
中
）
出
な
い
。
練
習

の
と
き
は
、
と
き
た
ま
あ
る
が
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
だ

っ
て
、
出
る
と
こ
ま

る
だ
ろ
う
、　
ハ
ハ
↑
・こ

ィ
ー
で
大
活
躍

思
い
、
横
に
な
ら
せ
る
。

き
ょ
う

一
日
、
休
め
ば
大
文
夫
で

し
ょ
う
。
男
子
の
方
は
谷
口
君
ダ
ウ

ン
。
初
め
て
の
も
の
に
は
、
あ
り
が

ち
な
こ
と
…
…
。

通
訳
の
人
が
つ
く
。
１９
歳
、
バ
ン

コ
ク
ヘ
来
て
五
年
に
な
る
と
い
う
。

名
前
は

″
ほ
し
な

。
な
み
こ
″
と
い

う
。
私
達
よ
り
年
上
に
見
え
る
。
環

境
の
せ
い
か
。

・８

・
０
よ
り
日
本
大
使
館
で
ガ
ー

デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
。
赤
飯
、
焼
鳥
、

▲湯木と新鋭・西尾のダブルス



湯
木
ア
ジ
ア
で
も

〃女
王
の
座
〃
に

対
ミ
ナ
ル
ニ
戦

「
だ
が
、
割
り
切
れ
な
い
」
と

女
子
個
人
戦

◆

ンヽ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

２
ゲ
ー
ム
ロ
７
１
８
の
と
き
ミ
ナ

ル
ニ
が
ケ
ガ
す
る
。
ヒ
ザ
？
を
や
っ

た
ら
し
い
。
な
ん
と
な
く
イ
ヤ
な
勝

ち
と
な

っ
た
。
こ
れ
で
も
勝
ち
は
勝

ち
だ
ろ
う
か
？

１
ゲ
ー
ム
、
足
が
重
く
ミ
ナ
ル
ニ

に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
感
じ
。
７
本
で

負
け
た
と
き
、
２
ゲ
ー
ム
は
と
ら
な

け
れ
ば
と
い
い
き
か
せ
た
。
こ
の
試

合
に
関
し
て
の
感
想
は
い
え
な
い
。

（湯
木
博
江
）

▼
決
　
勝

「レ　　木
２（・１１２日
８９）０
ト
ンカ
ム

第
１
ゲ
ー
ム
の
立
上
が
り
こ
そ
ト

ン
カ
ム
に
０
１
６
と
リ
ー
ド
さ
れ
た

力

も

と

も

と

ス

ロ

ー

ス

タ

ー

タ

ー

。

落
着
き
は
ら

っ
て
エ
ン
ジ
ン
の
か
か

る
の
を
待

っ
た
。
そ
し
て
ア
ッ
と
い

う
間
に
８
１
７
と
逆
転
し
た
。

第
２
ゲ
ー
ム
は

一
進

一
退
。
４
１

４
か
ら
ト
ン
カ
ム
が
３
本
連
収
し
た

が
、
湯
本
は
相
手
の
ミ
ス
に
乗
じ
て

楽
々
と
９
１
７
と
リ
ー
ド
。　
一
度
ネ

ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
た
も
の
の
、
湯
本

の
優
位
の
ま
ま
第
２
ゲ
ー
ム
も
と
っ

た
。湯
木
は

「
風
が
少
し
吹
い
て
い
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
苦
労
し
た
が
」
と

ゆ
う
ゆ
う
と
し
た
も
の
。
川
端
監
督

も

「
向
い
風
の
方
に
打

っ
た
り
、
な

か
な
か
う
ま
い
戦
法
だ

っ
た
。
相
手

は
三
十
歳
に
し
て
は
、
よ
く
動
い
た

が
、
結
局
は
湯
本
の
技
が
上
回
わ
っ

た
」
と
満
足
気
。

（朝
日
新
聞

。
国

⌒ 卜   湯
タ ン

イカVム  木
2

11117棄 87
111  11
4711権 811
1
シ⌒ シ ネ⌒ ミ
アマル シイナVレ ビ アンル
1ァ
Vドニ

|
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めにおかれている                       V

カ
ナ
ッ
ペ
、
ケ
ー
キ
類
、
バ
ナ
ナ
、

ジ

ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
、
ジ
ン
、
ウ
イ

ス
キ
ー
、
日
本
茶
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
品
が
出
る
。

（注
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
原
因
で

日
本
選
手
団
に
大
量
の
食
中
毒
患
者

？
が
出
た
。
日
本
の
新
聞
紙
上
に
も

大
き
く
報
道
さ
れ
た
の
は
、
ご
存
知

の
と
お
り
。
幸
い
に
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
関
係
な
か
っ
た
）

一　
・２
月
５
日
　
８
時
起
床
。
皆
さ

一
ん
強
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
た
め
、

一
お
疲
れ
の
ご
よ
う
す
。
練
習
が
お

一
そ
い
た
め
全
日
本
を
代
表
し
て
朝

一食
を
整
理
、　
コ
ッ
ク
も
驚
き
の
表

一情
。

一　
練
習
で
は
早
く
も
谷
口
、
西
尾

一
両
選
手
が
ダ
ウ
ン
。
監
督
、　
コ
ー

一
チ
の
頭
痛
の
タ
ネ
。

練
習
会
場
の
周
辺
は
ア
ベ
ッ
ク

絶
好
の
場
所
。
で
も
、
き
ょ
う
は

ス
コ
ー
ル
で
せ
っ
か
く
の
デ
ー
ト

も
車
の
中
。
体
育
館
の
中
に
も
ス

コ
ー
ル
、
照
明
の
電
球
が
シ
ョ
ー

ト
し
た
り
、　
ュ
カ
が
す
べ
る
や
ら

で
、
会
場
係
り
も
猛
練
習
。

組
み
合
わ
せ
が
決
ま
り
、
監
督

さ
ん
、
若
手
に
大

一
声

「
全
タ
イ

ト
ル
獲
得
ｌ
Ｌ

夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
団
、
早
く
も
活

躍
、
自
分
の
テ
ー
プ
ル
は
早
目
に

片
ず
け
、
他
の
テ
ー
プ
ル
に
挑
戦
。

帰
り
は
手
に
い
っ
ぱ
い
お
み
や
げ

を
ぶ
ら
さ
げ
、
笑
顔
い
っ
ば
い
。

さ
す
が
に
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

日
本
女
子
。
頭
が
下
が
る
。

ト
レ
バ

ン
で
ム
シ
ぶ
ろ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

・２
月
６
日
　
晴
、
朝
食
８

・
∞
。

朝
か
ら
食
欲
が
出
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
な
ど
、
三
度
も
取
り
に
行
く
人
も

い
る
■
９
時
半
練
習

へ
。

１
試
合
も
す
る
と
、
ム
シ
ぶ
ろ
に

は
い
っ
た
よ
う
だ
。
男
子
は

「
短
パ

ン
を
し
ぼ
る
と
汗
が
ボ
タ
ボ
タ
と
落

ち
る
」
と
い
う
。
洗
濯
し
た
と
き
の

よ
う
。
練
習
後
の
せ
い
か
、
昼
食
の
お
い

し
い
こ
と
。
暑
い
と
こ
ろ
で
は
、
食

べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
健
康
な
証

拠
。

練
習
は
午
前
中
だ
け
な
の
で
、
夕

方
五
時
ご
ろ
か
ら
体
育
館
の
所
ま
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
、
少
し
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
Ъ
男
子
は
短
バ
ン
で
い
い
が
、
女
子

は
′
長
い
厚
手
の
ト
ン
バ
ン
し
か
な

い
。
こ
の
暑
い
な
か
を
、
こ
ん
な
も

の
で
走
る
と
は
。
か
と
い
っ
て
（？
）

で
走
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

公
園
ま
で
３
♂
近
く
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
よ
う
や
く
着
い
た
と
き
は

ホ
ッ
と
す
る
。
女
子
は
公
園

一
周
、

男
子
は
二
周
し
て
休
け
い
。

颯
:ち      職

絋=罐



相

沢

・
竹

中

が

◆
ダ
ブ
ル
ス

▼

一
回
戦

▼
準
決
勝

歩ルイレノ、ントェ２⌒・５．５Ｈ・０５）０”一″一

ド
ネ
シ
ア
）
　

　

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

御
　　朝
２（・５．５日
２６）０
（アス一イヤノレす

竹相

中沢
2

1515
11
52
0
⌒姜金

奮英宗V信
子

(朝 日新聞から)

ん

ば

り

混
合
は
あ
と

▼
決
　
勝

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▼

一
回
戦

／ｊヽ竹　　一研２（・５．５日
２．）０緻二馳
一響

（香
港
）

▼
準
決
勝

シ
ル
ビ
ア

け
し
（ブ）２（・５‐５‐―
・・９）０
ノ‐、竹　　
帥

レ
ー
シ
ア
）

抜

く

一
歩
、
及
ば
ず

竹相

中沢
2

1515
11
611

0
ノナヌ
｀

ル

レ/ハ

トエ

タ
イ
に
負
け
る
気
は

し
な
か

っ
た

川
端
監
督
の
話
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
準
決
勝
が
、
事
実
上
の
決
勝
だ

っ
た
。
タ
イ
は
思

っ
た
よ
り
手
ご
わ

か
っ
た
が
、
力
か
ら
い
っ
て
、
負
け

る
気
は
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
戦
い
に
く
い
敵
地

で
、
湯
木
が
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
（読
売
新
聞
）

ム
さ
ん
に
も

や
ら

れ
て

ど

う
も

し姦
まし
　
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
学
校
卒

た
．
別
に
調

団
体
戦
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ウ
タ
ミ
さ
ん

に
負
け
る
し
、

タ
イ
の
ト
ン
カ

子
は
悪
く
な
い
の
で
す
が
…
．

や
は
リ
マ
ー
ク
し
た
の
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
地
方
の
タ
イ
で
す
。

タ
イ
Ｌ
蓋
年
の
ユ
ー
バ
ー
杯
の
時

か
ら
み
て
、
そ
ん
な
に
力
は
変
っ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
地
元

と
い
う
こ
と
で
ア
ジ
ア
大
会
の
た

め
に
合
宿
を
し
た
よ
う
で
し
た

ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
大
会
の
た

び
に
新
人
が
出
て
き
ま
す
ね
．

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
五
、
六
歳
の

こ
ろ
か
ら
始
め
る
選
手
が
多
い
そ

う
で
す
。
あ
る
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
人
に

「
学
校
は
ど
こ
？
」
と

聞
く
と

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー

ル
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
や
は

り
国
技
と
し
て
い
る
国
だ
け
あ
っ

て
導
昇

あ

と
思
じ

３

４

日
本
の
チ
ー
ム
も
こ
ん
ど
は
高

校
生
の
西
尾
さ
ん
が
は
い
っ
て
活

躍
し
ま
し
た
し
、
彼
女
も
自
信
を

つ
け
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私

は
い
ま
全
英
選
手
相
一」仝
日
本
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
基
本

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
．

竹中悦子選手

(バ ドミントン)

小
島
主
将
、
英
語
で
だ
ま
す
別

・２
月
７
日
　
晴
、
雪
が
多
い
。
洗

面
し
て
い
る
と
き
、
電
話
が
鳴
る
。

小
島
主
将
の
声
「
正
露
丸
が
あ
る
か
」

さ
て
は
↑
↓
が
始
ま
り
ま
し
た
ネ
。

昨
夜
９

・
３０
の
出
来
ご
と
―
―
‐監

督
の
部
屋
に
用
事
が
あ
り
、
電
話
。

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
７

・
００
か

ら
夕
食
。
監
督
は
な
に
も
運
動
し
な

い
け
ど
、
よ
く
食
べ
ま
す
。
会
議
な

ど
で
神
経
を
使
う
せ
い
か
。
そ
う
い

え
ば
、頭
を
使
う
せ
い
か
、毛
が
二
、

三
本
少
な
く
な

っ
た
の
で
は
…

（
こ

れ
は
ナ
イ
シ
ョ
で
す
）

一　
・２
月
６
日
　
朝
食
後
、
す
ぐ
練

一

一
習

へ
。
み
な
真
険
そ
の
も
の
、
や

一

一
は
り
谷
日
、
西
尾
す
ぐ
バ
テ
、
小

一

一
島
主
将
が
カ
ツ
一
発
。
女
子
は
川

．

端
監
督
の
大
き
な
目
の
中
で
プ
レ
一

―
、
少
し
ず
つ
調
子
が
上
が

っ
て
一

い
る
よ
う
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

夕
５
時
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。　
一

こ
の
暑
い
中
を
女
子
は
皆
ト
ン
ー
一

二
ン
グ
パ
ン
ツ
で
、
走
る
前
か
ら

一

汗
だ
く
。
日
的
地
は
練
翌
会
場
の
一

あ
る
公
園
。
日
曜
の
た
め
、
人
波

一

で
い
っ
ぱ
い
。
声
援
の
中
を
、
さ

一

っ
そ
う
と
は
い
か
ぬ
ま
で
も
、
全

一

この月ぃ。1`公 |ヨ t,こマランリ%
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力
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。
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驚
か
さ
れ
た
ハ
ル
ト
ノ
の
プ
レ
ー

だ
が
差
は
わ
ず
か
、
が
ん
ば
ろ
う

栂

野

尾

昌

一

（
ヨ
ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
）

ア
ジ
ア
大
会
に
は
自
分
と
し
て
は

初
参
加
だ

っ
た
が
、
参
加
国
は
、
ぼ

く
が
、
か
っ
て
経
験
し
た
セ
イ
ロ
ン

で
の
国
際
学
生
選
手
権
と
、
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

っ
た
。

他
国
の
こ
と
を
最
初
に
持
ち
出
す

の
は
、
ち
ょ
っ
と
、
な
ん
だ
が
、
ひ

と
口
に
い
っ
て
、
各
国
と
も
ト

ッ
プ

の
選
手
層
の
薄
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

と
い
っ
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

次
期
ト
マ
ス
杯
め
ざ
し
、
若
手
の
選

手
を
、
試
合
に
は
出
さ
な
い
が
、
数

多
く
遠
征
さ
せ
て
き
て
お
り
、
や
は

り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
国
技
と
す
る

国
だ
け
あ

っ
て
、
若
手
育
成
に
力
を

注
い
で
い
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
っ

た
。だ
が
、
他
の
国
々
は
必
ず
し
も
そ

う
で
な
い
。

日
本
と
同
等
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
マ

ン
ー
シ
ア
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
プ
ン
ピ

ー
や
グ
ナ
ラ
ン
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ

た
選
手
が
代
表
で
、
ア
イ
ク
ハ
ン
、

ア
イ
ク
モ
ン
等
、
力
の
あ
る
は
ず
の
ヽ

選
手
が
来
な
か
っ
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
ア
ジ

ア
大
会
は
、
事
実
上
の
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
で
あ
り
、
当
然
、
最
強
メ
ン
バ
ー

が
組
ま
れ
る
は
ず
。

だ
が
、
地
元
の
タ
イ
に
し
て
か
ら

が
、
ト
ッ
プ
は
サ
ン
ゴ
ブ
、
チ
ャ
バ

レ
ッ
ト
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
連
中
で

新
鋭
が
と
っ
て
か
わ
る
ま
で
に
い
た

っ
て
い
な
い
。
ビ
ル
マ
な
ど
は
、
国

際
学
生
で
顔
を
合
わ
せ
た
選
手
二
人

と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
そ
の
ま
ま
、
ア

ジ
ア
大
会
に
来
て
い
た
。

＞
帰
国
し
て
感
想
を
語
る
選
手
団

ル
ー
ム
・
ナ
ン
バ
１
３
１
２
を
呼
ん

で
も
ら

っ
て

「
モ
シ
モ
シ
」
と
い
う

と

「
ハ
ロ
ー
」
と
答
え
る
。
お
か
し

い
な
、
と
思

っ
て
、
も
う

一
度

「
モ

シ
モ
シ
」
ま
た
ま
た
答
え
は

「
ハ
ロ

ー
」そ
こ
で
考
え
た
。
交
換
台
が
、
部

屋
を
ま
ち
が
え
た
か
ナ
。

「
ル
ー
ム

・
ナ
ン
バ
１
３
１
２
…
？
」
す
る
と

「
ノ
ー
」
。
あ
わ
て
て

「
お
お
、　
ソ

ー
リ
ー
」
と
い
っ
て
切
ろ
う
と
す
る

と
、
グ
ラ
グ
ラ
笑
い
声
。
な
ん
と
相

手
は
小
島
さ
ん
だ

っ
た
。

小
島
さ
ん
は
、
そ
の
手
で
隣
の
部

屋
も
ダ

マ
し
た
そ
う
だ
。

「
タ
イ
の
新
聞
記
者
だ
が
、
ア
ジ

ア
大
会
で
は
ど
う
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
と
か
。

竹
中
嬢
あ
わ
て
て

「
監
督
に
聞
い

て
く
れ
」
単
語
を
並
べ
て
、
必
死
に

防
戦
■
そ
の
う
ち

「
マ
イ
。ネ
ー
ム
・

イ
ズ
。
コ
ジ

マ
」
と
い
う
の
を
二
、
一二

回
聞
い
て
、
い
た
ず
ら
と
わ
か
る
。

ヤ
ー
ナ
小
島
さ
ん
。
英
語
の
と
き

の
声
の
方
が
い
い
み
た
い
。

ふ
た
た
び
、
き
ょ
う
の
日
記
―
―

午
後
の
練
習
６

・
∞
を
９

・
∞
。

疲
れ
が
出
て
き
た
の
か
、
女
子
、
か

ら
だ
が
ダ
ル
い
。
無
理
を
せ
ず
、
軽

く
流
す
程
度
で
終
わ
る
。
男
子
の
方

も
、
谷
口
君
、
本
間
君
、
調
子
が
悪

い
よ
う
す
。

こ
の
体
育
館
、
蚊
が
た
く
さ
ん
い

て
、
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
身
体
中

さ
さ
れ
そ
う
。
床
も
悪
い
し
、
ネ
ッ

ト
も
低
い
。

夕
食
。
小
島
さ
ん
は
梅
干
ば
か
り

・４
コ
も
食
べ
ま
し
た
…
…
つ
ら
い
で

す
ね

（
よ
く
か
ぞ
え
た
も
の
だ
）

夕
６

・
∞
ご
ろ
片
岡
先
生
と
秋
本

さ
ん

（四
条
畷
高
）
が
到
着
し
た
ら

し
い
。
電
話
あ
り
、
西
尾
さ
ん
、
う

れ
し
そ
う
。
明
日
、
面
会
と
か
。

西
尾
、

面
会
で
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ

い
っ
て
き
て
、
ひ
と
騒
ぎ
。

・２
月
７
日
　
ｎ
時
か
ら
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
５
時
半
か
ら
練
習
。
体

育
館
は
町
は
ず
れ
、
最
近
よ
う
や

く
建

っ
た
ば
か
り
と
思
え
る
団
地

が
ボ
ツ
ン
、
ポ
ツ
ン
。
あ
と
は
草

が
自
由
気
ま
ま
に
の
び
て
い
る
。

体
育
館
の
中
は
、
こ
れ
ま
た
す

ば
ら
し
く

ユ
カ
が
波
う
っ
て
い
て

危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
プ
レ
ー
の
最

中
に
野
良
犬
が
コ
ー
ト
の
中

へ
は

・２
月
８
日
　
晴
。
試
合
会
場
で
の

練
習
。
中
央
に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
リ
ン

グ
が
あ
り
、　
コ
ー
ト
は
四
隅
に
ナ
ナ

メ
に
つ
く

っ
て
あ
る
。
何
と
な
く
落

ち
着
か
な
い
コ
ー
ト
。
風
も
少
し
は

い
っ
て
く
る
。

・３

・
００
１
・４

。
３０
ま
で
の
練
習
割

り
当
て
だ
が
、
韓
国
と
交
渉
し
て
１６

・
∞
ま
で
、
い
っ
し
ょ
に
さ
せ
て
も



し
か
し
、
こ
の
ビ
ル
マ
の
よ
フヽ
に

選
手
層
の
薄
い
国
々
で
も
、　
一
人

一

人
の
技
術
、
体
力
、
練
習
等
に
は
、

教
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
自
分

の
得
意
な
点
を
意
識
的
に
の
ば
し
、

悪
い
面
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
練
習
方

法
も
、
ひ
と
つ
の
行
き
方
で
あ
る
。

ハ
ル
ト
ノ
に
は
、
や
は
り
驚
か
さ

れ
た
。
彼
も
セ
イ
ロ
ン
大
会
の
出
場

者
で
、
当
時
か
ら
頭
抜
け
た
選
手
で

は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
急
速
の
進

歩
を
と
げ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

最
高
の
素
質
を
持
ち
、
環
境
に
も

Ｘ
　
　
　
　
　
Ｘ

恵
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
生
か
す
練
習

が
、
彼
の
プ
レ
ー
を
つ
く
り
上
げ
た

の
だ
と
痛
感
し
た
。

―
―
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
見
間

し
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

大
会
に
参
加
し
て
の
収
穫
の

一
つ
だ

っ
た
と
思
う
。

ま
た
、
日
本
が
各
国
に
さ
き
が
け

て
、
若
手
を
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
こ

と
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
将
来

へ
む
か
っ
て
の
意
義
が
深
い
も
の
だ

と
思
う
。

人
生
の
勉
強
も
　
古ワ
中
で
戦
っ
た
全
試
合

く
、
日
常
生
活
に
も
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
、
あ
り
ま

し
た
。

「
目
的
に
む
か

っ
て
、
ま

っ

す
ぐ
、
た

っ
た

一
度
の
青
春
を
燃
や

す
こ
と
は
、
美
し
く
も
あ
り
、
た
く

ま
し
い
」
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
こ

と
ば
も
、
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ま
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
脳

裡
を
か
す
め
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
も
、
こ
れ
も
、
お
金
で
は
買

う
こ
と
の
で
き
な
い
、
す
ば
ら
し
い

経
験
で
し
た
。
や

っ
ば
り
、
遠
征
で

き
て
、
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

参

加

で

き

て

よ

か

っ
た

西

尾

真

理

子

（四
条
畷
学
園
高
）

私
に
と
っ
て
、
海
外
遠
征
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
か
ら
と
ま
ど

っ
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

飛
行
機
の
中
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
感

じ
な
か
っ
た
言
葉
も
、　
一
歩
、
他
国

の
上
を
踏
む
と
、
自
分
の
英
会
話
の

未
熟
さ
が
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
、
わ
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
の

政
治
問
題
や
特
徴
も
、
実
際
に
身
体

で
感
じ
と
れ
る
よ
う
で
し
た
。

プ
レ
ー
の
面
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
選
手
の
手
首
の
柔
か
さ
に
び

っ
く

り
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
に
も
、
ど

こ
か
に
す
ぐ
れ
た
点
が
あ
り
、　
ハ
イ

パ
ッ
ク
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
打
つ

こ
と
が
出
来
き
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
自
分
は
、
と
い
う
と
、
試
合
の
前

日
ま
で
調
子
が
出
な
く
て

「
こ
れ
で

よ
い
の
か
？
」
と
考
え
た
こ
と
も
、

た
び
た
び
で
し
た
。
結
局
、
試
合
中

は
、
無
我
夢
中
で
や
る
こ
と
が
で
き

て
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体
育
館
に
風
が
は
い
り
、
こ
れ
も

初
め
て
の
経
験
。
シ
ャ
ト
ル
も
初
め

て
使

っ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
、
と
て

も
、
こ
ま
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な

こ
れ
か
ら
も
若
手
を
ど
し
ど
し
対

外
試
合
に
出
し
て
ほ
し
い
し
、
ま
た

も
し
、
海
外

へ
行
け
な
く
と
も
、
各

国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

一
人
で
も
二
人

で
も
招
待
し
、
若
者
た
ち
の
″
栄
養
″

に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

負
け
惜
し
み
で
は
な
い
が
、　
ハ
ル

ト
ノ
を
の
ぞ
く
と
、
日
本
の
力
と
他

国
の
ト
ッ
プ
級
の
差
は
、
そ
れ
ほ
ど

で
は
な
い
。
試
合
経
験
、
練
習
の
工

夫
な
ど
を
通
じ
て
努
力
し
、
力
を
つ

け
て
い
け
ば
、
必
ず
世
界

一
に
な
れ

る
道
は
あ
る
、
と
考
え
た
。

Ｘ
　
　
　
　
　
Ｘ

餃
７
り
。
本
間
君
、
腰
の
調
子
が
悪
く
、
な

ん
だ
か
元
気
あ
り
ま
せ
ん
。
小
島
さ

ん
の

（？
）
は
治

っ
た
と
か
。
谷
口

君
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
い
っ
て
、
よ
く

な
り
つ
つ
あ
る
ら
し
い
。
女
子
勢
、

異
常
な
し
。

（き
ょ
う
は

″
大
東
亜
戦
争
″
の

始
ま
っ
た
日
デ
ス
）

一
　

・２

月

８
日
　
午
前
中
は
自
由
時

き
ょ
う
か
ら
は
、
さ
ぞ
柔
軟
性
の

あ
る
プ
ン
ー
を
や
る
こ
と
で
し
ょ

りヽ
。ト
ピ

ッ
ク
ス
ー
ー
西
尾
の
パ
ー

ト
ナ
ー
秋
本
、
片
岡
先
生
が
ホ
テ

ル
ヘ
面
会
に
や
っ
て
き
た
。
西
尾

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
涙
が
ポ
ロ
ポ

ロ
。昼
か
ら
試
合
会
場
で
練
習
。
さ

っ
そ
く
小
島
主
将
、
ボ
ク
シ
ン
グ

・
リ
ン
グ

ヘ
上
が
リ
ス
パ
ー
リ
ン

グ
。

一
見
、
バ
ン
タ
ム
級
チ
ャ
ン

ピ
オ

ン
。

一間
。
竹
中
、
相
沢
は

マ
ッ
サ
ー
ジ

一

一
と
や
ら
で
昼
食
抜
き
。
お
二
人
さ

一

一
ん
の
感
想

「
あ
あ
、
い
い
気
持
ち

一

十

一
日
男
子
、
女
子
は
十
二
日
。

今
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
川
端
監

督
の
お
話
…
…
楽
し
い
お
話
し
。

・２
月
１０
日
　
晴
、
雲
多
し
。
午
前

９
時
半
か
ら
練
習
会
場
。
風
が
ひ
ど

く
、
練
習
に
な
ら
な
い
。

２

・
∞
か
ら
女
子
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

対

マ
ノ
ー
シ
ア
の
試
合
を
見
学
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
３
１
２
。
や
は
り
相
手

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
決
ま
っ
た
。

体
育
館
の
状
況
風
が
は
い
っ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
。
左
方
向

へ
流
れ
る

…
。
シ
ャ
ト
ル
は
、
ど
う
や
ら
い
い

よ
う
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
実
力
偵
察

・２
月
９
日
　
晴
。
開
会
式
。
ロ
ビ

ー
ヘ
・４

・
“
集
合
。
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
タ
イ
国
旗
を
入
れ
て
振
る
ら
し
い

国
王
と
王
妃
も
ご
見
学
。
学
生
に

よ
る
文
字
が
き
れ
い
だ
だ

っ
た
。
カ

メ
ラ
で
写
す
こ
と
が
で
き
ず
残
念
。

選
手
団
の
中
に
は
、
か
く
れ
て
写
し

て
い
る
人
も
い
た
よ
う
だ
が
…
…
。

聖
火
も
点
き
、
鳩
が
飛
び
、
風
船

が
舞
い
、
打
ち
上
げ
花
火

（落
下
さ

ん
）
と
、
ア
ジ
ア
大
会
の
開
会
式
ら

し
く
、
い
よ
い
よ
、
と
い
う
実
感
が

わ
い
て
く
る
。

明
日
は
男
女
と
も
に
試
合
な
し
。

タ

メ
ゴ

ロ
ー
も

ア
ッ
と
お

ど
ろ
く

・２
月
Ｈ
日
　
女
子
は
１０

。
∞
か
ら
　

ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
で
練
習
。
ク
ラ



次

期

ユ
杯

の

足

が

か

り

つ

か

む

湯

木

博

江

（日
女
体
大
）

初
め
て
の
ア
ジ
ア
大
会
出
場
権
を

獲
得
し
た
の
は
、
ア
キ
レ
ス
け
ん
切

断
の
負
傷
回
復
後
、
最
初
の
公
式
戦

で
も
あ
り
、
う
れ
し
さ
は
人
一
倍
で

し
た
。
本
大
会
ま
で
の
二
回
の
合
宿
は
、

「
足
が
痛
く
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
」

と
思
い
な
が
ら
の
毎
日
で
、
精
神
的

な
疲
れ
の
方
が
大
き
い
気
が
し
ま
し

た
が
、
な
に
ご
と
も
起
こ
ら
ず
、
出

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ン
コ
ク
の
暑
さ
は

″
厳
し
い
″

と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ほ

ど
感
じ
る
こ
と
な
く
，
試
合
に
の
ぞ

む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
対
戦
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

今
大
会
で
の
決
勝
戦
と
い
っ
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
杯
で
は

負
け
て
い
る
ミ
ナ
ル
ニ
と
の
対
戦
…

…
ど
う
し
て
も
勝
ち
た
い
、
と
思
う

気
持
ち
は
強
い
が
、
反
面
、
負
け
る

か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
動
揺
も
か

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勝
負
の
女
神
が
私
の
頭
上

に
輝
い
て
い
た
の
か
、
２
１
０
で
勝

つ
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
の
い
ろ
ん

な
こ
と
を
、
す
べ
て
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
た
気
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ひ
と
安
心
は
、
ま
だ

早
す
ぎ
た
の
で
す
。
第
二
Ｓ
、
第

一

Ｄ
と
と
ら
れ
１
１
２
。
あ
と

一
試
合

負
け
れ
ば

″
一
巻
の
終
わ
り
″
。　
第

二
Ｄ
は
私
と
西
尾
さ
ん
、
初
め
て
の

海
外
遠
征
の
西
尾
さ
ん
の
調
子
し
だ

い
で
、
勝
ち
も
負
け
も
決
ま
る
―
―

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
ひ
ど
く

不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
私
が
余
計
な
心
配
を
す

る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
、
西
尾
さ
ん

は
思
い
っ
き
リ
プ
レ
ー
し
て
く
れ
、

私
も
や
り
や
す
く
、
こ
の
試
合
に
勝▲西尾の高校のパートナー秋本 (右端ミニスカート)も応援にかけつけた

ブ
と
い
う
名
の
と
お
り
、
と
っ
て
も

き
れ
い
な
所
。
竹
中
。相
沢
組
、調
子

が
悪
く
、思
い
切

っ
た
練
習
は
や
め
、

予
定
よ
り
早
め
に
切
り
上
げ
る
。
１２

．
３０
会
場

へ
。
１４
・００
男
子
の
試
合
。

日
本
３
１
０
香
港
。
３
ポ
イ
ン
ト

先
取
で
打
ち
切
り
。
明
日
は
男
女
と

も
に
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
時
間
が
同

じ
２
時
な
の
で
、
応
援
は
で
き
な
い

が
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

午
後
８

・
∞
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
明

日
の
オ
ー
ダ
ー
発
表
。
シ
ャ
ト
ル
は

い
い
の
だ
け
を
選
ぶ
こ
と
。
会
場
に

風
が
吹
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
。

・２
月
１３
日
　
晴
の
ち
雨
。
遅
い
朝

食
を
と
り
、
相
沢
、
竹
中
、
湯
木
と

マ
ッ
サ
ー
ジ
室

へ
。
先
生
に
い
わ
せ

る
と
、
二
人
と
も

″
ガ
タ
ガ
タ
″
の

身
体
の
よ
う
で
す
。
昨
日
の
試
合
で

・２
月
１４
日
　
午
前
１０
時
か
ら
女
子

団
体
決
勝
、
対
タ
イ
国
。

３
１
０
で
終
わ
る
は
ず
が
、
３
１

１
と
な
る
。竹
中
さ
ん
の
調
子
悪
い
。

い
つ
も
の
彼
女
な
ら
楽
に
勝
て
る
相

手
な
の
だ
け
ど
。
で
も
、
と
に
か
く

優
勝
。　
一
つ
の
責
任
を
果
た
し
、
ホ

ッ
と
ひ
と
い
き
。
二
日
後
か
ら
個
人

戦
、
も
う

一
つ
の
責
任
を
、
そ
れ
ぞ

れ
勝
ち
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

Ｎ
子
嬢
の
好
み
の
男
性
像

「身
長

１
８
０
つ
以
上
、
顔
型
？
卵
型
、
色

痛
む
と
こ
ろ
が
全
然
と
れ
な
い
。
ど

こ
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
く
れ
た
の
か

西
尾
嬢
は
午
前
か
ら
秋
本
嬢
の
相

手
。
男
子
は
三
時
―
六
時
練
習
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

Ｏ
月
○
日
○
時
の
話
　
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ

一
つ
を
持
ち

帰
る
。
Ｎ
子

「
ほ
し
く
な
い
わ
」
と

い
い
つ
つ
、
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
る
。

５
分
後

「
私
い
ら
な
い
」
と
い
っ
て

い
た
Ａ
子
か
ら

「
ネ
ェ
、
ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ
ち
ょ
う
だ
い
」
と
電
話
。

「
残
念
で
し
た
。
も
う
胃
袋
の
中

で
す
」

「
そ
う
、　
い
い
わ
、　
ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
で
な
ん
か
と
っ
て
食
べ
る

か
ら
」
―
１
１０
分
前
ま
で
は
「
お
な
か

が
い
っ
ぱ
い
。
な
に
も
い
ら
な
い
」

と
い
っ
て
い
た
の
で
す
。
Ａ
子
さ
ん

は
―
―
タ
メ
ゴ
ロ
ー
も
く
し
ゃ
み
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

で
ほ
っ
と
ひ
と
息

…
黒

（
ひ
ょ
っ
と
し
て
黒
人
？
）
口

は
大
き
く
て
輝
き
あ
る
瞳
。
は
た
し

て
、
こ
ん
な
人
い
る
か
な
。

・２
月
１６
日
　
晴
。
昨
日
同
様
、
朝

か
ら
日
が
高
く
、
暑
く
な
り
そ
う
。

午
後
６
時
１
９
時
、
公
園
で
練
習
。

相
沢
さ
ん
肩
、
竹
中
さ
ん
胃
痛
で
不

調
。
大
文
夫
か
し
ら
。
で
も
、
あ
す

か
ら
個
人
戦
、
が
ん
ば
ろ
う
″

・２
月
１８
日
　
晴
。
個
人
戦
二
日
目

第

一
便
で
帰
国
す
る
選
手
団
は
今
朝

７
時
半
ご
ろ
ホ
テ
ル
を
出
発
。
私
た

ち
も
早
く
帰
り
た
い
。

団
体
全
メ
ダ
ル

征
服
で
き
た

〃精
神
力
の
弱
さ
″



つ
こ
と
が
で
き
、
勝
運
を
第
二
Ｓ
の

相
沢
さ
ん
に
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
し
ま

し
た
。
相
沢
×
テ
レ
シ
ャ
戦
も
、
最
後
の

最
後
ま
で
わ
か
ら
な
い
試
合
で
し
た

が
、ぎ
り
ぎ
り
の
点
で
勝
ち
を
握
り
、

全
員
、
手
を
と
り
合

っ
て
喜
び
ま
し

た
。個
人
戦
は
、
ミ
ナ
ル
ニ
の
思
わ
ぬ

事
故
で
、
負
け
な
が
ら
勝
つ
と
い
う

Ｘ

　

　

　

　

Ｘ

割
り
切
れ
な
い
試
合
で
し
た
。
で
も

勝
ち
は
勝
ち
、
と
考
え
直
し
、
決
勝

に
の
ぞ
み
、
二
つ
目
の
金
メ
グ
ル
を

手
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
の
私
の

一
番
の
収

穫
、
そ
れ
は
団
体
戦
の
試
合
で
、精
神

的
な
強
さ
を
、
自
分
の
内
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
自
分
で
も
反
省
し
、
他

か
ら
も
、
何
度
と
な
く
指
摘
さ
れ
た

Ｘ
　
　
　
　
　
Ｘ

谷

　

口
　

　

　

寛

（立
教
大
学
）

約

一
カ
月
に
わ
た
る
遠
征
を
終
え

初
め
て
経
験
し
た
異
国
で
の
試
合
に

つ
い
て
、
思

っ
た
ま
ま
―
―

〈
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
親
善
試
合
〉

そ
れ
は
ま
ず
、　
一
万
五
千
人
以
上

の
熱
狂
的
大
観
衆
と
の
戦
い
か
ら
始

ま
っ
た
。

ラ
リ
ー
の
最
中
に
お
こ
る
喚
声
、

大
観
衆
の
た
め
に
暑
さ
が
い
っ
そ
う

増
す
。
そ
の
た
め
に
観
衆
が
窓
を
あ

け
て
し
ま
い
、
風
が
は
い
る
。
悪
い

シ
ャ
ト
ル
が
ま
す
ま
す
変
化
す
る
。

係
り
員
が
窓
を
開
め
に
い
き
た
く
て

も
、
観
衆
が
多
く
て
行
け
な
い
‥
そ

の
よ
う
な
中
で
の
試
合
、
恥
ず
か
し

い
こ
と
だ
が
、
自
分
の
力
を
出
せ
ぬ

ま
ま
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
で
の
試
合
環
境
が
、
恵
ま
れ

す
ぎ
て
い
る
と
、
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受

け
と
め
て
い
た
自
分
。

だ
か
ら
、
ど
ん
な
環
境
、
条
件
の

″精
神
力
の
弱
さ
″。
　
こ
れ
を
克
服

で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん

″
気
力
″
が
本
当
に
身

に
つ
く
ま
で
に
は
、
何
度
か
、
ン」
れ
か

ら
さ
き
も
試
練
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本

当
に
自
分
の
も
の
に
で
き
た
と
き
、

次
期
ュ
杯
も
日
本
の
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｘ
　
　
　
　
　
Ｘ

下
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
分
の
力
を
出

し
き
る
精
神
力
、
ま
た
、
そ
れ
に
適

応
し
た
プ
レ
ー
を
す
る
力
が
、
身
に

つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
で

も
、
あ
の
よ
う
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専

用
の
体
育
館
、
大
観
衆
の
中
で
試
合

が
で
き
た
ら
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

〈第
６
回
ア
ジ
ア
大
会
〉

バ
ン
コ
ク
で
も
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
の
体
育
館
が

あ
る
。
実
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

あ
る
。
試
合
会
場
は
、
や
は
り
風
が
は
い

る
。
時
間
、　
コ
ー
ト
に
よ
っ
て
風
の

方
向
が
変
わ
る
か
ら
、
い
っ
そ
う
、

大
変
。
で
も
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
経

験
が
あ
る
だ
け
に
、
別
に
お
ど
ろ
き

も
せ
ず
、
風
を
計
算
に
入
れ
て
ブ
レ

ー
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

実
際
に
試
合
に
出
場
し
た
の
は
、

対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
団
体
戦
だ
け
で

\.'\t\r\r\.r\.g\.lg'r\r\,z\t\^.r\..r\r\r.,7\.r,r" r-.-..\r\,/\-6r\.-\.G"\a

出し切れなかった自分の力
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｀
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″
を反省
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ミ
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あ
る
が
、
ア」
の
間
、各
国
の
選
手
の
プ

レ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
小
島
先
輩
な
ど
に
、
連
日
相

手
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
収

穫
は
大
き
い
。

ハ
ル
ト
ノ
選
手
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

軸
に
し
て
の
攻
撃
力
と
、
確
実
な
レ

シ
ー
プ
。
「攻
撃
こ
そ
防
禦
で
あ
り
、

ま
た
防
禦
こ
そ
攻
撃
で
あ
る
」
と
い

う
感
じ
を
受
け
る
。

グ
ラ
ナ
ン
選
手
の
長
身
を
生
か
し

た
、
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
鋭
い
ス
マ
ッ

シ
ュ
、
そ
れ
と
同
じ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

打
つ
早
い
カ
ッ
ト
、
こ
の
二
つ
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
強
力
な
攻
撃
力
。

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
戦
は
、
こ
の
攻

撃
力
が
、
ム
ル
ヤ
ぃと
送
手
の
粘
り
に

勝

っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、　
ハ

ル
ト
ノ
と
グ
ナ
ラ
ン
を
比
較
し
た
場

合
、
そ
こ
に
防
禦
力
の
差
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
コ
ク
を
通
し

て
、
自
分
の
基
礎
体
力
、
基
本
技
術

の
不
足
を
痛
感
、
今
後
、
徹
底
的
に

こ
れ
ら
の
養
成
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
機
会
に
今
ま
で
の
自
分
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
こ
わ
し
、
二
年
後

を

一
つ
の
目
標
に
し
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、　
マ
レ
ー
シ
ア
に
対
抗
で
き
る

よ
う
な

ハヾ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
追
求
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
ど
ん
な
条
件
の
下
で
あ
ろ

う
と
も
、
臨
機
応
変
の
で
き
る
プ
ン

ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。

と
に
か
く
今
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ

っ
て
も
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

「
打
倒
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
に

一
渉
そ

も
近
ず
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
心

境
で
あ
る
。

日
本
チ
ー
ム
・
コ
ー
チ

板

垣

隆

房

▲ 羽Jを 出発する日不ナーム,左から (前列)谷 口,鷲尾,川端,小島,梅野尾 (後

列)本問,秋元,西尾,相沢,湯木,竹中,板垣

コ

ー

ト

の

内

外

で

◎
通
関
前
に
記
者
会
見

ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港
に
着
く
と
、
通

関
手
続
き
の
前
に
報
道
陣
に
囲
ま
れ

記
者
会
見
を
や
ら
さ
れ
た
。
税
関
は

フ
リ
ー
パ
ス
。
お
ど
ろ
く
こ
と
ば
か

り
だ

っ
た
。
試
合
に
先
き
立
つ
記
者

会
見
に
は
、
テ
レ
ビ
関
係
も
ふ
く
め

五
十
余
人
が
押
し
か
け
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
な
れ
な
い
我
々
を
ド
ギ

マ
ギ

さ
せ
た
。

親
善
試
合
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ば

ア
ジ
ア
大
会
の
前
哨
戦
。
大
事
な
対

戦
な
の
で
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
い

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
国
際
試

合
は
四
年
ぶ
り
。
観
衆
が
国
際
試
合

に
飢
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で

「
観
衆
の
興
奮
が
試
合
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
」
申
し
入
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
会
長
も
、
こ
れ

は

「
心
配
し
て
お
り
、
新
聞

・
テ
レ

ビ
を
通
じ
、
試
合
場
に
カ
ガ
ミ
、
ビ

ン
な
ど
危
険
物
を
持
ち
込
ま
ぬ
よ
う

注
意
し
て
い
る
」
Ｌ
答
え
た
。

◎
軍
隊
が
警
備
に
当
た
る

会
場
は
、
事
実
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
も
特
に
優
秀
な
軍
隊
が
武
器
を
持

っ
て
警
備
、
試
合
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
、
カ
ギ
を
か
け
て
、
体
育
館
に
入

れ
ぬ
よ
う
に
し
た
。

観
衆
は
す
ご
か
っ
た
。
体
育
館
は

収
容
人
員

一
万
１

一
万

一
千
と
い
っ

て
い
た
が
、
男
子
の
試
合
で
は

一
万

五
千
も
つ
め
か
け
た
。
座
席
の
な
い

客
は
コ
ー
ト
の
そ
ば
ま
で
い
っ
ば
い

に
な
り
、
フ
ロ
ア
に
坐

っ
て
み
た
。

こ
の
数
は
、
前
の
卜
杯
決
勝
の
と
き

よ
り
多
い
。
第
二
日
の
女
子
の
試
合

に
も
八
千
人
は
い
っ
た
。

◎
ダ
フ
屋
さ
ん
も
横
行

前
売
り
券
は
三
百
ル
ピ
ア
、
五
百

ル
ピ
ア

（
一
万
五
千
円
を
二
万
五
千

円
）
だ

っ
た
が
、プ
レ
ミ
ア
が
つ
き
、

五
百
ル
ピ
ア
、
八
百
ル
ピ
ア
に

ハ
ネ

上
が
っ
た
。

当
然
、
体
育
館
の
ま
わ
り
に
は
ダ

フ
屋
が
大
勢
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
ま

ル トノ
｀
復活
ク
さす

バ ドミン トン界の実情を探る

観衆,だが理解度も高い



世論がハ
1万 5千の大

◎
熱
心
な
シ
ャ
ト
ル
対
策

「
会
員
は
ど
の
く
ら
い
か
わ
か
ら

な
い
が
、
十
万
人
は
く
だ
ら
な
い
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
の
役
員
は
い
っ

て
い
た
。
日
本
で
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
人
口
を
入
れ
る
と
大
変
な
数
だ

ろ
う
が
、
日
本
協
会
の
登
録
者
は
約

一
万
五
千
で
あ
る
。
こ
の
へ
ん
に
両

国
の
微
妙
な
熱
度
の
差
が
感
じ
ら
れ

た
。
事
実
、
こ
の
国
で
は
、
ど
こ
の

い
な
か
へ
行

っ
て
も
、
場
所
さ
え
あ

れ
ば

（も
ち
ろ
ん
戸
外
で
）
シ
ャ
ト

ル
を
追
う

一
般
大
衆
の
数
は
、
す
ざ

ま
じ
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ブ
が
発
達
し
て
い
る
。
個
人

個
人
が
お
金
を
払
っ
て
練
習
す
る
わ

け
だ
が
、
実
際
は
お
金
の
集
ま
り
が

悪
い
の
で
、
オ
ー
ナ
ー
が
自
腹
を
切

っ
て
ク
ラ
プ
を
維
持
し
て
い
る
ら
し

い
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会

も
小
額
な
が
ら
、
試
合
の
収
益
を
ク

ラ
ブ
援
助
に
ま
わ
し
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
で
使

っ
た
シ
ャ
ト
ル
は
、

い
な
か
の
子
供
た
ち
に
送
ら
れ
る
。

シ
ャ
ト
ル
と
い
え
ば
、
ア
ジ
ア
大
会

の
使
用
シ
ャ
ト
ル
が
、
タ
イ
製
の
イ

ー
グ
ル
に
決
ま
る
と
、
協
会
役
員
は

バ
ン
コ
ク
ま
で
出
か
け
、
こ
れ
を
仕

入
れ
て
き
た
。

こ
れ
が
日
本
と
の
親
善
試
合
で
明

暗
を
分
け
る

一
つ
の
要
素
に
も
な

っ

た
。
こ
う
し
た
シ
ャ
ト
ル
ヘ
の
取
り

組
み
方
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
日
本
も
見
習
う
べ
き
態
度
で

あ
る
と
感
じ
た
。

◎
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
の
育
成
法

国
内
で
は
日
本
の
よ
う
に
大
規
模

の
各
種
大
会
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か

し
、
う
ま
い
選
手
育
成
策
が
と
ら
れ

て
い
る
。

ま
ず
、
地
方
ご
と
の
対
抗
戦
で
若

手
を
育
て
、　
つ
ぎ
に
、
地
方
代
表
に

よ
る
対
抗
戦
を
や
る
。
地
方
は
東

・

西

・
中
部
ジ
ャ
ワ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
五
つ
に
分
か

れ
て
い
る
。

こ
れ
で
勝

っ
た
地
方
と
国
の
代
表

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
）
と
が
最

後
に
対
戦
す
る
。
七
〇
年
は
ジ
ャ
カ

ル
タ
市
が
国
の
代
表
に
挑
戦
権
を
得

た
。
そ
の
他
、
地
方
で
は
安
い
参
加

料
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
試
合
が
あ
る
。

◎
代
表
は
国
民
の
ア
イ
ド
ル

代
表
選
手
の
仲
間
入
り
す
る
と
Ｔ

Ｃ

（国
立
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ

ー
）
で
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
は
、
常
時
、
男
女
十
人
ぐ
ら

い
ず
つ
が
お
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

週
五
日
、
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
の
は
四

日

（朝
と
夕
方
）
と
の
こ
と
。

コ
ー
ト
は
二
面
で
、
宿
舎
完
備
。

代
表
た
ち
は
金
銭
的
な
保
障
問
題
で

不
満
を
も

っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
経

で
、
切
符
を
売
り
つ
け
る
の
に
は
閉

日
し
た
。

◎

″
影
の
演
出
者
″
ぶ
り
発
揮

観
衆
は
騒
が
し
い
反
面
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

ラ
リ
ー
が
続
き
出
す
と
、
そ
れ
に

つ
れ
て
声
援
が
し
だ
い
に
大
き
く
な

り
、
終
わ
る
と
拍

手

の
集
中
で
あ

お
こ
る
。

よ
き
観
衆
は
、
よ
き
試
合
の

″
影

の
演
出
者
″
で
あ
る
こ
と
を
実
感
じ

た
。

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
い
え
ば
そ
れ

ま
で
だ
が
、
み
ん
な
、
よ
い
席
を
と

る
た
め
に
は
、　
競

争

で
走

っ
て
く

る
。
熱
心
さ
も
合
わ
せ
、
競
技
の
理

解
度
で
は
、
日
本
の
野
球
の
観
衆
と

同
じ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
国
内
試
合
入
場
料
は
百

１
二
百
五
十
ル
ピ
ア
と
の
こ
と
。

水 鳥 検定合格球

ファストゴール ド

ファストシルバー

ファス ト印シ ャトル
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済
的
に
は
不
自
由
し
な
い
の
で
は
、

と
推
察
さ
れ
る
。
指
導
は

一
貫
し
て

お
り
、
代
表
は
国
民
の
ア
イ
ド
ル
的

存
在
で
あ
る
）

◎こ
れ
に
は
、　
つ
ぎ
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
方
が
早
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は

ハ
ル
ト
ノ
の
こ

と
だ
。
日
本
に
流
れ
た
ウ
ヮ
サ
に
よ
る
と

ハ
ル
ト
ノ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た

め
、
競
技
生
活
を
や
め
た
、
と
の
こ

と
だ

っ
た
。
事
実
、　
一
次
試
験
を
パ

ス
し
た
が
、
二
次
の
前
に
新
聞
が
、

「
ハ
ル
ト
ノ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や

め
る
の
か
」
と
い
う
特
集
を
出
し
た

の
を
発
端
に
、
協
会
、
政
府
か
ら
説

得

（圧
力
？
）
が
あ
り
、
希
望
を

一

時
断
念
、
ア
大
会
に
参
加
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
が
短
か
か
っ

た
た
め
、
ア
大
会
で
も
シ
ン
グ
ル
ス

に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

政
府
か
ら
は

″体
育
指
導
員
″
の
よ

う
な
役
職
を
も
ら
っ
た
、
と
い
う
。

か

っ
て
の
名
選
手
の
消
息
―
―

ソ

ネ
ビ
ル
氏
は
Ｉ
Ｂ
Ｆ
理
事
と
な
り
、

協
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
タ
ン

・
ヨ

ン
・
ホ
ッ
ク
は
メ
キ
シ
ョ
の
コ
ー
チ
、

グ
ル
マ
ジ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
米

国
で
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

◎
試
合
に
金
銭
か
ら
む
？

は

っ
き
り
い
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
選
手
た
ち
に
は
、　
一
試
合
ご
と
に

経
済
的
な
も
の
が
つ
い
て
ま
わ

っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
必
死
。
日
本
と

の
気
力
の
差
と
な

っ
て
現
わ
れ
る
。

環
境
の
ち
が
い
を
う
ん
ぬ
ん
し
て
も

仕
方
が
な
い
。
日
本
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
勝
つ
に
は
、
彼
等
に
倍
す
る

努
力
、
気
力
が
必
要
で
あ
る
。

不慣れなシャトノンに悩む

=イ ン ドネシア遠征には完敗=

男子は 1勝もできず,女子も苦杯喫す

ア
ジ
ア
大
会
の
代
表
チ
ー
ム
は
、

大
会
の
直
前
、
十

一
月
末
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
遠
征
し
、
男
女
と
も
団
体

対
抗
の
親
善
試
合
を
行
な
っ
た
。

こ
の
試
合
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会

主
催
、
テ
イ
ジ
ン
が
カ
ッ
プ
を
出
し

た
ほ
か
、
日
本
の
遠
征
を
援
助
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、　
一

部
新
聞
に
は

「
ア
マ
違
反
か
」
と
大

き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
り
し
た
が
、

こ
れ
は
誤
解
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ

り
、
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
次

号
の
ア
マ
規
定
問
題
と
合
わ
せ
て
お

伝
え
す
る
。

さ
て
、
遠
征
の
結
果
は
、
不
利
と

み
ら
れ
た
男
子
が
０
１
５
で
完
敗
し

た
ば
か
り
で
な
く
、
女
子
も
２
１
３

で
苦
杯
を
な
め
る
と
い
う
、
予
想
外

の
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
主
と
し
て
①
初
め
て
使

っ
た
タ
イ
製
の
シ
ャ
ト
ル

（日
本
の

も
の
と
逆
方
向
に
カ
ー
ブ
す
る
）
②

コ
ー
ト
に
風
が
あ
っ
た
―
―
と
い
う

不
慣
れ
な
条
件
下
に
お
か
れ
た
の
が

原
因
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
条
件
で
も
勝

て
る
力
と
気
力
は
必
要
だ
が
、
と
も

か
く
、
こ
の
対
戦
に
よ
っ
て
、
ア
ジ

ア
大
会
用
シ
ャ
ト
ル
を
知
っ
た
こ
と

相
手
の
手
の
内
が
わ
か
っ
た
こ
と
が

″本
番
″
に
役
立
っ
た
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

◆
男
子

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

５
１
０

日
　
　
本

○
ネ
ル
ヤ
２（・５．５‐１
７８）０
小
　島

∩為″ル
マ２（・５‐５‐‐
３‐２）０大Ｔ　・間

暑
さ
と
風
は
覚
悟
し
て
い
た
が
シ

ャ
ト
ル
が
、
こ
れ
ほ
ど
悪
い
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
苦
労
し
た
。

コ
ー
ト
ヘ
は
い
る
一削
は
、
オ
ー
バ

ー
ワ
ー
ク
に
な
ら
ぬ
ペ
ー
ス
で
と
考

え
て
い
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
、
観

衆
と
ム
ー
ド
で
、　
つ
い
自
分
の
体
力

を
早
く
使
い
す
ぎ
た
。

１
ゲ
ー
ム
は
シ
ャ
ト
ル
に
慣
れ
ず

２
ゲ
ー
ム
は
完
全
に
相
手
に
の
せ
ら

れ
た
。
グ
ル
マ
ヮ
ン
は
グ
ル
マ
ジ
に

似
て
い
る
が
、
彼
ほ
ど
タ
マ
の
切
れ

は
な
い
。
し
か
し
、
早
い
タ
ッ
チ
で

シ
ャ
ト
ル
を
落
し
て
く
る
た
め
、　
一

球
目
は
と
っ
て
も
、
二
、
三
球
日
で

体
勢
を
く
ず
さ
れ
た
。
（本
間
順
次
）

。

ノレュ
】
ス
２
（
・５．５
日
・１５
）
０
谷
　
口

「
ハ
ル
ト
ノ
に
似
て
い
る
」
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
ネ

ッ
ト

・
グ

ッ
シ
ュ
の
早
さ
に
注
意
し

た
。
は
た
し
て
、
確
実
に
コ
ー
ス
を

突
い
て
く
る
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ミ

ダ

ッ
シ
ュ
の
早
さ
に
や
ら
れ
、
終
始
、

相
手
の
ベ
ー
ス
。
結
局
、
相
手
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
レ
シ
ー
プ
し
き
れ
ず
、

守
勢
に
ま
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。

（谷
口
　
寛
）

。
ナノ′、
わ
冽
２
一・５．５８
‐‐１
９４．５
一
・
細

野

醗

試
合
前
、
栂
野
尾
さ
ん
と
ネ
ッ
ト

前
の
突
き
だ
け
は
早
く
、
思
い
切
っ

て
出
て
い
く
よ
う
話
し
合

っ
た

（と

く
に
サ
ー
プ
と
サ
ー
プ
レ
シ
ー
プ
の

つ
ぎ
の
夕
こ

そ
れ
が
き
い
て
、
相
手
ア
タ
ッ
ク

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ブ
レ
ー
自

体
そ
れ
ほ
ど
差
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
ス
タ
ン
ド
、
風
、
シ
ャ
ト
ル

ヘ
の
不
慣
れ
で
や
ら
れ
た
感
じ
で
残

念
。こ
の
ダ
ブ
ル
ス
は
攻
撃
は
抜
群
だ

が
中
間
コ
ー
ス
の
ン
シ
ー
プ
が
や
や

甘
い
。
イ
ン
ド
ラ
グ
ナ
ワ
ン
の
レ
シ

ー
プ
は
完
全
に
バ

ッ
ク
ハ
ン
ド
ン
シ

ー
プ
で
、
ツ
ボ
に
は
ま
る
と
強
い
が

ミ
ス
も
多
い
。
　

　

（本
間
順
次
）

∞
・スＮミラ。（″⌒・５．５＝６３）０徊
嶋

◆
女
子

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

３
１
２

日
　
　
本

○
サ
レ
シ

中沢  沢  木  中
○      ○

２⌒・５．５日
５３）０醜
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○
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激
痛
／
泣
き
叫
ぶ

″褐
色
の
女
王
″

ハ
プ

ニ
ン
グ
の
幕
切
れ
、
湯
木

×
〓
チ
ル
〓
０
一対
一決

湯
木
も
あ
お
ざ
め
、
逆
転
に
こ
と
ば
な
し

サ
ン
ケ
イ
新
聞

木

村

照

夫

ア
ジ
ア
大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の

一

つ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
女
子
、
湯
木

博
江

（
日
女
体
大
）
と
ミ
ナ
ル
ニ
（イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
対
決
だ
っ
た
。

十
二
月
十
八
日
、
キ
チ
カ
チ
ョ
ー
ン

体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
の
準
決
勝
は
、
二
人
に
と
っ
て

事
実
上
の
決
勝
戦
。
し
か
も
、
昨
年

の
ュ
ー
バ
ー
杯
東
京
大
会
以
来
１
勝

１
敗
で
迎
え
た
三
度
目
の
対
決
。
女

子
の
全
種
目
制
覇
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
こ
の
試
合
に
か
か
っ
て
い
た
。

そ
こ
で

ハ
プ

ニ
ン
グ
が
起
き
る
と
、

だ
れ
が
予
想
で
き
た
ろ
う
。

十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
誇
り
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

″
女

王
夕
と
い
わ
れ
る
ミ
ナ
ル
ニ
は
黒
い

精
か
ん
な
か
ら
だ
に
フ
ァ
イ
ト
を
た

ぎ
ら
せ
、
鋭
い
日
で
相
手
を
見
す
え

て
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
。
十
二
日
の
団

体
戦
で
湯
木
に
せ
り
合
い
負
け
を
く

っ
た
お
返
し
を
と
げ
よ
う
と
、
第
１

ゲ
ー
ム
か
ら

″
ゆ
さ
ぶ
リ
ク
を
か
け

ム
′）。出
だ
し
は
５
１
１
と
好
調
だ

っ
た

湯
木
も
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ね
ら

っ

た
シ
ャ
ト
ル
が
風
に
災
い
さ
れ
て
決

ま
ら
ず
、
あ

っ
と
い
う
間
に
逆
転
さ

れ
て
７
１
ｎ
。
第
２
ゲ
ー
ム
も
動
き

が
重
く
、
せ
り
合
い
か
ら
７
１
８
と

リ
ー
ド
を
許
し
た
。
こ
の
と
き
で
あ

る
。
湯
木
の
ド

ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を

拾
お
う
と
ネ
ッ
ト
ぎ
わ
左
に
飛
ん
だ

ミ
ナ
ル
ニ
が
、
ヒ
ザ
か
ら
く
ず
れ
る

よ
う
に
倒
れ
た
の
は
…
…
。

ニ
ガ
笑
い
の
表
情
で
、
ミ
ナ
ル
ニ

は
コ
ー
ト
サ
イ
ド
に
横
た
わ
り
、
医

師
に
右
ヒ
ザ
を
も
ん
で
も
ら
っ
た
。

数
分
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
立

ち
上
が

っ
た
。
こ
の
間
、
湯
木
は
イ

ラ
イ
ラ
し
ど
お
し
。
若
い
西
尾
真
理

子

（四
条
畷
学
園
）
を
呼
ん
で
肩
な

ら
し
を
つ
づ
け
た
。
試
合
再
開
。
湯

木
は
右
ス
ミ
に
高
い
サ
ー
プ
を
打
ち

上
げ
た
。
と
、
ど
う
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ト

ル
を
追

っ
た
ミ
ナ
ル
ニ
が

「
ア
ッ
」

と
短
い
叫
び
を
あ
げ
、
ヒ
ザ
を
か
か

え
る
よ
う
に
し
て
、　
コ
ー
ト
に
倒
れ

た
。
そ
し
て
、
オ
イ
オ
イ
泣
き
じ
ゃ

く

っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
女
性
は
人
前
で
め

っ
た
に
声
を
あ
げ
て
泣
か
な
い
そ
う

で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
容
易
な
ら

ぬ
激
痛
が
ミ
ナ
ル
ニ
を
襲

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
大
会
第
五
日
の
国
立
競

技
場
で
悲
運
に
倒
れ
た
陸
上
の
紀
政

（台
湾
）
の
よ
う
に
、
ミ
ナ
ル
ニ
は

か
つ
が
れ
医
務
室

へ
運
ば
れ
た
。
も

ら
い
泣
き
の
ウ
タ
ミ
、
ン
ト
ノ
の
か

た
わ
ら
で
、
ス
マ
ル
ソ
ノ
監
督
は
、

「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
も

つ
か
な
か
っ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
も
で
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
途
方
に
く
れ

た
。タ
イ
の
主
審
は
、
こ
ん
な
幕
切
れ

で
終
わ
ら
せ
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

「第
２
ゲ
ー
ム
は
■
１
８
で

湯
木
の
勝
ち
と
す
る
。
だ
か
ら
、
試

合
は
フ
ル
ゲ
ー
ム
で
続
行
だ
。
ケ
ガ

の
手
当
て
が
す
む
ま
で
、
し
ば
ら
く

タ
イ
ム
」
と
、
ル
ー
ル
に
な
い
こ
と

を
持
ち
だ
し
た
。
し
か
し
十
五
分
た

っ
て
も
、
ミ
ナ
ル
ニ
は
立
て
な
い
。

結
局
、
棄
権
勝
ち
と
い
う
こ
と
で
、

湯
木
は
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
試
合
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
。

思
い
が
け
な
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

彼
女
を
す

っ
か
り
興
奮
さ
せ
た
。
背

ざ
め
た
湯
木
は
、
更
衣
室
に
か
け
込

ん
だ
ま
ま
出
て
こ
な
い
。
長
い
時
間

か
か
っ
て
、
や
っ
と
で
て
き
た
と
た

ん
涙
を
浮
か
べ
て
、

「
わ
た
し
が
負

け
た
試
合
で
し
た
。
こ
ん
な
試
合
で

は
、
勝

っ
た
と
こ
ろ
で
喜
こ
べ
ま
せ

ん
。
最
後
ま
で
争

っ
て
勝
ち
た
か
っ

た
」
と
、
つ
ぶ
や
い
た
。

ホ
ッ
と
し
た
の
は
川
端
昇
市
監
督

で
あ
る
。
監
督
は

「
こ
れ
で
、
シ
ン

グ
ル
ス
の
金
メ
ダ
ル
は
九
分
九
厘
確

実
。
ダ
ブ
ル
ス
と
、
す
で
に
決
ま
っ

た
団
体
戦
と
で
、
女
子
の
全
種
目
制

覇
は
確
定
的
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ナ

ル
ニ
に
は
気
の
毒
で
す
が
、
湯
木
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
方

が

ま
さ

っ
て

い

た
。
ミ
ナ
ル
ニ
は
、
も
う
体
力
の
限

界
が
き
て

い
た
の
で
す
」

と

い

っ

た
。″
女
王
´
は
医
務
室
で
寝
た
き
り

だ

っ
た
。
泣
き
叫
ぶ
こ
と
ば
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
な
の
で
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
も
ふ
え
そ
う
な
日
本
の
金
メ
ダ

ル
に
腹
が
立

っ
た
の
か
、
若
い
タ
イ

の
係
員
は
怒

っ
た
顔
で
大
手
を
広
げ

た
。
湯
木
は
興
奮
が
お
さ
ま
ら
な
い

と
み
え
て
、
見
舞
い
の
こ
と
ば
も
忘

れ
た
よ
う
に
、
た
だ
、
ぼ
う
然
と
し

て
い
た
。

▲激痛に耐え切れず倒れたミナルニ

(共同フォートサービス提供)
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乱気流
クに悩まされた日本勢
望まれる環境克服の技術と気力

読売新聞 小 林 範 夫

▲スタンドで取材にあたる日本の特派員たち。前列右から小林 (読売)板垣

コーチ,中村 (共同)そのうしろ木村 (サ ンケイ)板垣のうしろ田中 (中
日)の各記者

ア
ジ
ア
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
男

女
と
も
欧
米
の
レ
ベ
ル
を
し
の
い
で

い
る
。
だ
か
ら
、
ア
ジ
ア
大
会
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
す
ば
ら
し
い

技
術
、
息
づ
ま
る
よ
う
な
激
し
い
ラ

リ
ー
が
見
ら
れ
る
に
違
い
な
い
―
―

ア
ジ
ア
大
会
の
特
派
員
と
し
て
、
バ

ン
コ
ク
行
き
が
き
ま

っ
た
と
き
か
ら

世
界

一
流
の
プ
レ
ー
を
観
戦
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

だ
が
、
ひ
と
た
び
会
場
の
キ
チ
カ

チ
ョ
ー
ン

・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
ふ

み
い
れ
た
と
き

「
こ
れ
が
ア
ジ
ア
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
の
か
」
と
自
分
の

目
を
疑

っ
た
。
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー

も
な
い
で
は
な
か

っ
た
が
、
日
立

つ

の
は

一
流
で
あ
る
は
ず
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ミ
ス

・

シ
ョ
ッ
ト
ば
か
り
。　
一
体
ど
う
し
た

と
い
う
わ
け
だ
ろ
う
。

原
因
は
す
ぐ
に
わ
か

っ
た
。
会
場

の
上
空

（と
い
っ
て
も
フ
ロ
ア
の
上

３
研
付
近
）
に
乱
気
流
が
生
じ
て
い

た
の
だ
。

キ
チ
カ
チ
ョ
ー
ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム

は
、
四
年
前
の
第
五
回
ア
ジ
ア
大
会

の
さ
い
に
建
設
さ
れ
た
タ
イ
国
自
慢

の
近
代
的
な
屋
内
競
技
場
で
、
イ
ス

の
ひ
じ
か
け
の
部
分
か
ら
冷
房
用
の

冷
た
い
空
気
が
出
て
く
る
と
い
う
豪

華
な
も
の
だ

っ
た
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
場
合
、
少
し
で
も
風
は
禁
物
。

そ
こ
で
冷
房
を
や
め
て
、
出
入
口

か
ら
わ
ず
か
の
風
が
は
い
る
よ
う
に

し
て
あ

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
出
入
口

が
、
フ
ロ
ア
か
ら
３
肩
く
ら
い
の
高

さ
、　
つ
ま
リ
シ
ャ
ト
ル
が
と
び
か
う

高
さ
に
あ

っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
５
τ

た
ら
ず
の
シ
ャ
ト
ル
は
、
そ
の
影
響

を
も
ろ
に
受
け
た
。

し
か
も
、
悪
い
こ
と
に
競
技
場
は

円
型
で
あ
る
。　
″
乱
気
流
″
と
い
う

の
は
少
し
オ
ー
．ハ
ー
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
に
近
い
状
態
で
あ

っ
た
こ

と
は
事
実
。
ン」
の
風
が
、
高
度
な
技
術

を
阻
害
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
だ
。

た
と
え
ば
男
子
団
体
戦
準
決
勝
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ル
ジ
ャ
ジ
と
対

戦
し
た
エ
ー
ス
小
島
は
、
再
三
に
わ

た

っ
て
、
相
手

バ
ッ
ク

・
ラ
イ
ン
の

さ
ら
に
後
方
５０
っ
の
と
こ
ろ
に
シ
ャ

ト
ル
を
と
ば
し
て
首
を
か
し
げ
て
い

た
。当

て
た
だ
け
で

出
て
し
ま
う

パ

ッ
ク

・
ラ
イ
ン
を
”
つ
も
割
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
常
識
で
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

「
風
上

に
立
つ
と
、
ち
ょ
こ
ん
と
当
て
た
だ

け
で
ス
ー
っ
と
風
に
乗

っ
て
い
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
」
と
さ
す
が
の
小
島
が
ブ

然
と
し
た
表
情
、
そ
れ
で
も
ベ
テ
ラ

ン
ら
し
く
、
個
人
戦
で
は
風
を
計
算

に
い
れ
た
う
ま
味
の
あ
る
プ
レ
ー
を

み
せ
て
く
れ
た
。

こ
れ
に
反
し
て
、
体
調
不
十
分
だ

っ
た
女
子
の
竹
中
は
、
テ
ク
ニ
シ
ャ

ン
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
強
打
型
だ

っ
た
の
で
、
真

っ
向
か
ら
風
の
影
響

を
受
け
、
女
子
団
体
戦
準
決
勝
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
タ
ミ

（
ハ
ル
ト

ノ
の
妹
）
に
敗
れ
、
同
決
勝
で
も
タ

イ
の
ベ
テ
ラ
ン
、
ト
ン
カ
ム

（〓
）

に
も
負
け
る
大
番
く
る
わ
せ
。
わ
ず

か
に
相
沢
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で
活

躍
し
た
も
の
の
、
さ
ん
ざ
ん
な
出
来

だ

っ
た
。

大
会
の
ム
ー
ド
を
い
ち
じ
る
し
く

そ
い
で
し
ま
っ
た
″
風
の
い
た
ず
ら
″

―
―
だ
が
、
こ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
一
流
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
中
に
は
、
風
を
ま
っ
た
く
気
に

し
な
い
選
手
、
い
や
、
む
し
ろ
風
を

う
ま
く
利
用
し
た
選
手
が
い
た
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

そ
の
い
い
例
が
、
男
子
個
人
戦
シ

趙
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ン
グ
ル
ス
決
勝
で
、
新
鋭
グ
ナ
ラ
ン

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
に
善
戦
し
て
敗
れ

た
ム
ル
ジ
ャ
ジ
（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
。

ム
ル
ジ
ャ
ジ
は
、
第

一
ゲ
ー
ム
で
風

下
の
コ
ー
ト
を
選
ん
だ
た
め
、
徹
底

し
て
シ
ャ
ト
ル
を
拾
い
に
ま
わ
り
、

決
し
て
強
打
に
出
な
か
っ
た
。
そ
し

て
第
ニ
ゲ
ー
ム
風
上
に
立
つ
と
、
こ

ん
ど
は

一
転
し
て
早
い
ポ
イ
ン
ト
で

ス

マ
ッ
シ

ュ
に
出
た
。

切
り
か
え
の
よ
さ
に

拍
手

結
果
は
グ
ナ
ラ
ン
の
ジ
ャ
ン
プ

。

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
中
心
と
し
た
ス
ピ
ー

ド
に
敗
れ
た
が
、
そ
の
切
り
か
え
の

良
さ
に
日
の
肥
え
た
ス
タ
ン
ド
の
フ

ァ
ン
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
お
く

ら
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ッ
ト
．
ァ
ウ
ト
、
ほ
ぼ
理
想
的
な
　
き
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
ほ
か
、
す

っ
か
り
円
熟
味
を
　
状
態
で
試
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。　
　
国
際
舞
台
で
活
躍
し
よ
う
と
い
う
ト

増
し
た
サ
ン
ゴ
ブ

（
タ
イ
）
世
界
ｍ
　
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
　

ッ
プ

・
ク
ラ
ス
の
選
手
に
は
ヽ
環
境

１
の
ハ
ル
ト
ノ

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
　

ン」
と
が

″
ひ
弱
な
選
手
″
を
つ
く
る
　
の
変
化
に
す
ぐ
順
応
し
、
そ
れ
に
対

な
ど
、世
界
の
ベ
テ
ラ
ン
は
、
い
ず
れ
　
ア」
と
に
拍
車
を
か
け
て
は
い
な
い
だ
　
処
で
き
る
た
く
ま
し
さ
が
欲
し
い
。

日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
最
大
の
弱

も
風
を
苦
に
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。　
　
ろ
う
か
。

日
本
で
開
か
れ
る
国
際
試
合
は
、　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
非
常
に
デ
リ
　
点
を
、
ア
ジ
ア
大
会
で
見
た
と
い
え

い
ず
れ
も
国
際
公
認
球
の
Ｒ
Ｓ
Ｌ
が
　
ヶ
ｌ
卜
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
そ
し
て
そ
　
る
よ
う
だ
。

使
わ
れ
、
風
と
無
駄
な
光
を
完
全
に
　
の
デ
リ
ヶ
ｌ
卜
な
点
が
面
白
さ
の
大

天
一二
ユ
ク
一見
一て
一あ
一る
一記
一

盛
ん
な
子
供
の
屋
外
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

カ
ー
と
並
ぶ
普
及
度
＝

露
路
に
ロ
ー
プ
風
の
中
で
も
気
に
し
な
い

幸
運
に
も
、
西
尾
真
理
子
が
代
表

に
選
ば
れ
た
の
を
機
会
に
、　
一
度
、

国
際
試
合
な
る
も
の
を
見
た
い
と
、

か
ね
が
ね
思

っ
て
い
た
の
で
、
学
校

に
無
理
を
い
っ
て
、
西
尾
の
パ
ー
ト

ナ
ー
秋
本
入
代
美
と
と
も
に
、
バ
ン

コ
ク
を
訪
れ
た
。

彼
女
ら
は
、
さ
き
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
遠
征
か
ら
帰

っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
外
国
で
の
経
験
は
、
む
し
ろ
私

よ
り
先
輩
で
あ
っ
た
。

や
や
こ
し
い
手
続
き
を
終
え
、
な

ん
と
か
バ
ン
コ
ク
空
港
へ
着
く
と
、

と
た
ん
に
、
ム
ー
ン
と
、
む
し
暑
い

熱
気
に
お
そ
わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、

夏
の
デ
パ
ー
ト
か
ら
外

へ
出
た
と
き

と
同
じ
状
態
に
驚
か
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
お
そ
ら
く
車
検
に
合

格
し
な
い
で
あ
ろ
う
オ
ン
ポ
ロ
ｏ
タ

ク
シ
ー
に
乗

っ
て
、
市
街
に
は
い
っ

た
。
車
の
窓
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

露
路
で
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
や
っ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
ｃ

話
に
は
聞
い
て
い
た
が
、
道
ば
た

で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
る
風
景

は
、
日
本
で
は
、
あ
ま
り
見
な
い
の

で
、
珍
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
な

ん
だ
か
、
う
れ
し
い
よ
う
な
気
が
し

た
。街
を
歩
い
て
み
る
と
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
、
同
じ
風
景
に
出
く
わ
す
。

わ
れ
わ
れ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
者
と

し
て
は
、
こ
の
競
技
が
国
内
で
マ
イ

ナ
ー

・
ス
ポ
ー
ツ
と
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
抵
抗
と
反
発
を
感
じ
て
い

た
矢
先
き
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
、

″
国
民
的
ス
ポ
ー
ッ
″
と
し
て
、
根

を
お
ろ
し
て
い
る
国
は
、
大
変
う
ら

や
ま
し
い
。

タ
イ
在
住
の
日
本
人
に
聞
い
た
と

こ
ろ
で
は

「
日
本
で
野
球
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
す
る
が
ご
と
く
、
彼
の

地
で
は
、
サ
ッ
ヵ
ｌ
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
普
及
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

せ
ま
い
道
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
お

そ

ま

つ
な

ラ
ケ
ッ
ト
で
遊
ん
で
い

る
。
日
本
と
ち
が
っ
て
、
風
が
あ
ま

り
強
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

彼
ら
は
、
風
が
吹
い
て
い
て
も
、
全

然
気
に
し
な
い
で
、
平
気
で
や
っ
て

い
る
。
こ
の
点
、
日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

愛
好
者
は
神
経
質
で
、
室
内
の
、
そ

れ
も
か
な
り
条
件
の
よ
い
と
こ
ろ
で

し
か

「
プ
レ
ー
が
で
き
な
い
も
の
」

と
い
う
先
入
感
で
、
き
め
つ
け
て
し

ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

事
実
、
ア
ジ
ア
大
会
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
会
場
も
、
風
が
は
い
っ
て
き
て

い
た
し
、
照
明
の
設
備
も
、
裸
電
球

そ
の
ま
ま
と
い
う
、
お
よ
そ
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
競
技

が
行
な
わ
れ
た
。
ど
こ
か
ら
も
苦
情

が
出
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
だ
と
思
う
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
以
上
に
さ
か
ん
で
、
広
場
で
は
、

こ
れ
も
数
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
む

か
し
の
蹴
鞠

（け
ま
り
）
み
た
い
な

こ
と
を
し
て
遊
ん
で
い
る
。

輪
に
な
っ
て
、
お
互
い
に
蹴

っ
て

い
る
の
だ
が
、
実
に
上
手
で
、
め
っ

た
な
こ
と
で
は
地
面
に
落
さ
な
い
。

な
か
に
は
、
背
中
越
し
に
落
ち
て
く

る
ボ
ー
ル
を
、
足
の
か
か
と
で
蹴
り

返
す
と
い
う
、
奇
術
ま
が
い
の
も
の

も
い
て
、
感
心
し
た
。

遊
び
の
中
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や

サ
ッ
カ
ー
の
″
選
手
の
タ
マ
ゴ
″
が
生

ま
れ
て
い
る
。
強
い
は
ず
で
ぁ
る
。

ふ
と

「
日
本
に
、
も
し
野
球
が
な
け

れ
ば
な
あ
」
と
い
う
、
野
球
関
係
者

に
聞
か
れ
た
ら
、
叱
ら
れ
そ
う
な
こ

と
を
考
え
た
。
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日
本
の
少
年
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
は

プ
ロ
野
球
の
選
手
で
あ
り
、
新
聞

・

テ
レ
ビ
も
、
野
球
な
ら
で
は
夜
も
明

け
ぬ
く
ら
い
で
あ
り
、
親
た
ち
も
ま

た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
知
ら
な
く
と

も
、
王
や
長
島
を
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
。
全
く
、
こ
の
歴
史
的
相
違
の
事
実

は
、
残
念
な
が
ら
、
ど
う
し
よ
う
も

な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
店

へ
行

っ
て
み
た

が
、
や
は
り
日
に
と
ま
る
の
は
、
サ

ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
道
具
で
あ
る
。
野
球
の
用
具
は

気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

今
。メ
ー
カ
ー
の
方
に
お
願
い
で

す
が
、
日
本
の
気
候
で
も
、
多
少
の

風
に
影
響
さ
れ
な
い
、
重
い
、
大
き

い
シ
ャ
ト
ル
を
作

っ
て
み
た
ら
、
い

か
が
で
し
ょ
う
。

現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
ロ

ン
の
遊
び
道
具
は
、
戸
外
で
は
不
向

き
で
す
。
飛
ぶ
距
離
も
長
く
な
っ
て

も
よ
い
、
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
合
い
の
子
の
よ
う
な
も
の
、
学
校

の
運
動
場
で
、
子
ど
も
た
ち
に
遊
ば

せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
欲
し
い

の
で
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
、
フ
ォ

ー
ム
も
関
係
な
く
、
丈
夫
な
ラ
ケ
ッ

ト
で
、
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る
よ
う

に
、
広
い
と
こ
ろ
で
、
や
ら
せ
た
い

の
で
す
が
…
〉

日
本
で
は
、
学
校
体
育
の
中
で
養

成
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
選
手
を
、
お
金

を
か
け
て
さ
ら
に
磨
き
、
財
力
で
ア

ジ
ア
の
選
手
を
打
ち
負
か
し
て
い
る

感
じ
が
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
く
ら
い
の
収
入
で
生
活
し
て
い
　
は
で
き
な
い
と
思
う
。

実
際
、
タ
イ
の
国
民
生
活
の
レ
ベ
　

る
わ
け
だ
か
ら
、
や
た
ら
と
永
年
に

ル
が
低
く
、
平
均
し
て
日
本
の
三
分
　
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
こ
と

ス
タ
ン
ド
は
さ
な
が
ら

″
騒
音
公
害
″

ひ
ど
い
地
元
審
判
の
判
定
ぶ
り

新
聞
等
に
書
か
れ
た
と
お
り

「
ア
　
　
街
で
出
会

っ
た
人
々
は
私
に

「
工
　

飛
べ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と

ジ
ア
大
会

は

日
本

の
競
技
会
で
あ
　

コ
ノ
ミ
ッ
ク

・
ア
ニ
マ
ル
が
、
ま
た
　
皮
肉
を
い
っ
て
い
た
。
な
に
か
、
日

る
」
と
い
う
の
も
、
う
な
づ
け
る
フ
　

メ
ダ
ル
を
獲
り
に
来
た
」
と
か

「
帰
　
本
人
と
し
て
は
、
喜

べ
な
い
こ
と
ば

シ
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
飛
行
機
は
、
メ
グ
ル
が
重
く
て
　
で
あ
る
。

し
か
し
、
タ
イ
在
住
の
あ
る
日
本

人
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
い
っ
た
。

「
日
本
は
経
済
大
国
で
あ
る
と
同

時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
国
で
あ
る
こ
と

を
見
せ
つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
お
金
も

う
け
ば
か
り
を
考
え
て
い
る
の
じ
ゃ

な
い
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

″
大
国
″

な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
欲

し
い
。
私
た
ち
の
肩
身
が
広
く
な
り

ま
す
」
さ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場
の
キ

チ
カ
チ
ョ
ー
ン
体
育
館
は
、
前
記
の

と
お
り
、　
コ
ー
ト
そ
の
も
の
は
、
あ

ま
り
良
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
が
、

な
に
し
ろ
大
き
く
、
特
に
観
客
席
が

多
い
。
私
は
日
程
の
都
合
で
団
体
戦

の
み
見
学
し
た
が
、
地
元
タ
イ
の
試

合
に
は
、
私
が
い
ま
ま
で
見
た
こ
と

の
な
い
大
観
衆
が
つ
め
か
け
た
。

そ
の
マ
ナ
ー
た
る
や
、
甲
子
園
球

場
の
ア
ル
プ
ス
・
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
。

や
か
ま
し
い
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な

い
。
あ
き
れ
か
え
っ
た
。
エ
キ
サ
イ

ト
す
る
と
、　
コ
ー
ト
内
に
物
が
投
げ

▲日本女子チームとっ左端が片岡先生

込
ま
れ
る
。
軍
隊
が
警
備
し
て
い
る

な
か
で
、
プ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
紳
士
の
ス

ポ
ー
ッ
」
と
、
何
か
の
本
で
読
ん
だ

気
が
す
る
が
、
な
に
が
紳
士
な
も
の

か
。タ
イ
の
審
判
の
ず
る
い
こ
と
。
出

て
い
る
タ
マ
で
も
セ
ー
フ
、
こ
ち
ら

の
打
球
は
、
や
や
こ
し
い
の
は
、
ほ
と

ん
ダ
テ

ウ
ト
の
ジ
ャ
ッ
ジ
で
あ
る
。

観
衆
の
気
持
ち
に
な
っ
て
採
点
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
選
手
は
た
ま

っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
竹
中
選
手
は

だ
い
ぶ
被
害
に
あ

っ
て
い
た
。

ハ
ラ
が
立

っ
た
が
、
タ
イ
に
と

っ

て
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ぐ
ら
い
し
か

″
金
″
の
可
能
性
が
な
い
の
だ
か
ら
、

無
理
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か

く
、
そ
ん
な
中
で
女
子
は
完
全
優
勝

を
成
し
と
げ
た
。
男
子
は
惜
敗
し
た

が
、
い
つ
の
日
か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

破

っ
て
、
卜
杯
を
日
本

へ
と
い
う
悲

顧
を
達
成
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
機
会
は
私
に
と
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
収
穫
が
あ

っ

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す
る
愛
着

と
闘
志
が
益
々
、
つ
の
る
経
験
で
あ

っ
た
。
未
熟
な
高
校
生
を
メ
ン
バ
ー
に
加

え
て
下
さ

っ
た
協
会
の
理
事
長
は
じ

め
役
員
の
方
々
、
リ
ー
ド
し
て
下
さ

っ
た
選
手
団
諸
先
輩
の
方
々
に
、
紙

上
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・　

一．・・一．．一・・　
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日本バドミントン協会では総会の決定に基き、昭和45年度の協会

検定、審査合格および協会推奨の用具を、本欄のように決めました

ので、ここにお知らせします。

昭和45年 4月 1日

日本バ ドミントン協会
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中
学
校
編

（
続
）

連
載
④

日
本
協
会
競
技
力
向
上
委
員

佐

藤

茂

雄

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ジ
に
も

´
頭
″
が

必
要
だ
。
た
だ
、
無
我
夢
中
で
練
習

さ
え
や
れ
ば
強
く
な
る
わ
け
の
も
の

で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
練
習
も
、
あ

る
て
い
ど
ま
で
は
上
達
に
つ
な
が
る

が
、
そ
こ
に

″考
え
る
´
要
素
が
な

け
れ
ば
、
合
理
性
の
な
い
ム
ダ
骨
折

り
に
終
わ
り
、
欠
点
が
そ
の
ま
ま
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。

す
で
に
、
バ

ッ
ク
ハ
ン
ド
に
つ
い

て
合
理
的
な
ス
ト
ロ
ー
ク
を
説
明
し

た
が
、
今
回
も
、
こ
れ
ま
で
と
つ
な

が
り
の
あ
る

″考
え
る
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
″
に
つ
い
て
述
べ
て
い
子
，
。

Ｘ

　

Ｘ

　

Ｘ

（注

。
本
稿
は
す
べ
て
右
利
き
を

基
準
に
説
明
し
て
あ
る
）

し
ま
い
、
ス
ピ
ー
ド
が
つ
い
て
い
た

が
、
水
鳥
で
は
腰
が
強
い
た
め
、
空

気
抵
抗
が
大
き
く
、
打

っ
て
も
打

っ

て
も
、
ス
ピ
ー
ド
が
乗
ら
な
い
た
め

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ス
ト
ロ
ー
ク
を
変
え
て

打

っ
て
み
る
と
、
従
来
の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
グ
リ

ッ

プ
の
場
合
よ
り
、
パ
ワ
ー
が
加
わ
り
、

ス
ピ
ー
ド
を
乗
せ
る
こ
と
も
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ス
タ
ン
に
対
し
て
は
多
様
な

″
声
″
が
あ
る
が
、
こ
と
ス
マ
ッ
シ

ュ
に
関
し
て
は
、
打
面
も
広
く
、　
一

番
、
合
理
的
で
あ
る
と
思
う
。
自
分

の
体
重
を
全
部
、
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
も
当
然
、
早

く
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、実
際
的
に
、
ど
う
す
る
か
。

返
球
さ
れ
た
と
同
時
に
、
自
分
が
ス

マ
ッ
シ
ュ
に
行
く
か
ど
う
か
、
心
の

中
で
決
め
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ

の
と
き
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
、
ウ
ェ
ス

タ
ン
に
持
ち
変
え
れ
ば
よ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
相
手
に
気
ず
か
れ
な

い
で
、
グ
リ
ッ
プ
を
操
作
す
る
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。　
一
回
ご
と

に
ラ
ケ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
グ
リ
ッ
プ

を
持
ち
変
え
る
の
で
は
な
く
、
相
手

の
動
き
と
タ
マ
を
見
な
が
ら
、
ご
く

爆
発
的
パ

の
三
要
素
。

れ
て
こ
そ
、

出
る
。

ヮ
ー
、
角
度
、　
コ
ー
ス

こ
れ
が
同
時
に
生
か
さ

ス
マ
ッ
シ
ュ
に
価
値
が

し
か
し
、
ト
ッ
プ

・
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
と
っ
て
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
決
め

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で
は

な
い
。
選
手
の
技
術
向
上
も

一
因
だ

が
、
も
う

一
つ
、
バ
ー
ド
自
体
が
陸

鳥
か
ら
水
鳥
に
変
わ
っ
た
た
め
、
ポ

イ
ン
ト
が
取
り
に
く
く
な
っ
た
こ
と

に
も
理
由
が
あ
る
。

陸
鳥
の
場
合
は
、腰
が
弱
い
た
め
、

打

っ
た
瞬
間
、
バ
ー
ド
が
す
ぼ
ん
で

プ。と。

に。き。す
す。に。な
る。は。わ
の ｀ち
で ウ。
｀

あ 工・ス・
る ス・マ。°
夕・ツ・
ン・シ・

グ・を。

り。打・
ツ。つ 。

スピー ド、ウェイ トの点で合理的
スマッシュをウェスタン・グリップで

小さな選手は角度にこだわるな

自
然
に
持
ち
変
え
る
よ
う
に
す
る
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
行
く
に
さ
い
し
て

自
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
全
部
か
け
よ
う

と
す
れ
ば
、
必
ず
利
き
腕
の
反
対
方

向

（即
ち
左
）

へ
抜
き
切
る
こ
と
で

あ
る
。
打
球
の
瞬
間
に
力
を
入
れ
、

同
時
に
リ
ス
ト
を
利
し
て
、
左

へ
自

然
に
流
す
よ
う
に
す
る
。

ラ
ケ
ッ
ト
を
ヒ
ザ
や
胸
元
、
あ
る

い
は
腹
の
あ
た
リ

ヘ
打
ち
お
ろ
し
て

い
る
選
手
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
あ

れ
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
ば
か
り
か
、

身
体
を
痛
め
る
危
険
が
あ
る
。

か
ら
だ
に
当
て
な
い
よ
う
気
を
く

ば
れ
ば
、
当
然
、
フ
ル
・
パ
ワ
ー
で

打
つ
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
の
み

な
ら
ず
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
急
停
止
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
耗
を
ま
ね
く
。

打
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
、
急
停
止

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
が
大
き
い
の
で

や
は
リ
ラ
ケ
ッ
ト
は
自
然
に
左
の
方

へ
流
す
よ
う
に
し
よ
う
。
次
の
モ
ー

シ
ョ
ン
も
、
そ
の
方
が
早
い
。

要
は
、
力
と
い
う
も
の
は
、
必
要

な
と
き
に
だ
け
使
う
よ
う
に
す
べ
き

だ
、
と
い
い
た
い
。

角
度
に
つ
い
て
は
、
タ
マ
足

・
打

点
、
身
長

・
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
よ
っ

て

一
様
で
は
な
い
が
、
ど
こ
か
ら
打

つ
に
し
ろ
、　
一
番
高
い
と
こ
ろ
、
即

ち
、
背
の
び
し
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
差
し

上
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
打
ち
お
ろ
す
の

が
理
想
的
だ
。

身
長
の
低
い
選
手
は
角
度
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
て
、
確
率
を
低
く
す
る
よ

り
も
、
タ
マ
足
が
長
く
と
も
、
パ
ワ

ー
と
コ
ー
ス
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
で
、
特
に
注
意
を
要

・打 す

。ち る
¨
脚
き。、
足．下
に
必。構
ず・え
う。て
し。最
ろ。上
へ・段
残．で

す
こ
と
で
あ
る
。
野
球
の
投
手
が
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
ド
で
投
げ
た
あ
と
の
フ

ォ
ー
ム
と
同
じ
こ
と
だ
。

打

っ
た
瞬
間
、
利
き
足
が
前
に
出

て
い
る
選
手
が
意
外
に
多
い
が
、
あ

れ
で
は
体
重
が
乗
り
に
く
く
、
爆
発

的
パ
ワ
ー
は
発
揮
さ
れ
な
い
。

な
お
、
最
初
に
書
い
た
き
，
に
、

ス
マ
ッ
シ
ュ
は
攻
撃
の
武
器
に
は
ち

が
い
な
い
が
、
必
ず
し
も
決
定
的
な

決
め
ダ
マ
に
は
な
り
に
く
い
。
ど
ん

な
目
的
で
、
ど
ん
な
時
に
や
る
の
か

に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
は

一
様
で
は

な
い
。
っ
ま
り
、
時
に
は
、
ゆ
る
く
て
も

長
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
、
時
に
は
ゆ
る

く
と
も
角
度
の
あ
る
も
の
が
、
時
に

は
、
角
度
を
わ
ざ
と
殺
し
て
、
ス
ピ

ー
ド
と
コ
ー
ス
だ
け
の
も
の
が
、
効

果
的
な
場
合
も
あ
る
。

要
は
ゲ
ー
ム
に
の
ぞ
ん
で

″
な
ん

の
た
め
に
打
つ
の
か
″
よ
く
考
え
て

や
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、

単
な
る

″
バ
カ
カ
″
の
出
し
す
ぎ
で

終
わ

っ
て
し
ま
う
。

百万 人のバ ドミン トン上達 法



続

。
上
級
編

〈
プ
レ
ー
ヤ
ー
ヘ
の
手
紙
〉

日
本
教
職
員
連
盟
常
任
理
事

〓
一　
須
　
徳
　
次

湿巨離
ク

「気
に
し
す
ぎ
」
は
失
点
の
も
と

岩
下
一選
手
．の
一場
合

を
一考
え

る

②

ツ
マ
さ
き
立
ち
の
サ
ー
プ
に
得
失
の
二
面

（前
号
よ
り
続
く
）

次
の
攻
撃
と
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
、
よ
り
効
果
的
に
使
う
に
は

拙
速
で
強
行
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。す
な
わ
ち
、
ド
ロ
ッ
プ
に
対
す
る

相
手
の
返
球
が

ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
と

仮
定
し
ま
す
。

①
そ
の
場
合
、
も
う

一
度
、
同
じ

場
所
に
ド

ロ
ッ
プ
を
や
っ
て
み
る
。

そ
の
ド

ロ
ッ
プ
が
相
手
の
意
表
を

つ
い
た
も
の
に
な
れ
ば
、
再
び
前
進

②
後
方
に
打
ち
上
げ
て
く
れ
た
ク

リ
ア
ー
が
甘
か
っ
た
な
ら
、
そ
の
と

き
こ
そ
、
ホ
ー
ム
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ヘ

後
退
す
る
相
手
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
す
る

か
③
あ
る
い
は
、
ド

ロ
ッ
プ
の
レ
シ

ー
プ
と
し
て
相
手
が
あ
げ
て
き
た
ク

リ
ア
ー
を
、
い
ち
早
く
捕
え

（体
力

に
自
信
あ
る
選
手
な
ら
、
あ
わ
て
て

ス
マ
ッ
シ
ュ
せ
ず
）
ド
リ
ブ
ン
・
ク

リ
ア
ー
で
体
勢
を
く
ず
す
よ
う
返
球

し
て
お
き

④
威
力
の
な
い
チ
ャ
ン
ス
の
返
球

を
待

っ
て
、
そ
の
と
き
こ
そ
、
ク
ロ

ス
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
し
て
み
る

―
―
な
ど
、　
一
例
な
が
ら
、
心
が

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
話
を
前
号
で
触
れ
た
岩
下

選
手
の
例
に
戻
し
ま
す
。

岩
下
選
手
の
ド

ロ
ッ
プ
は
、
練
習

で
は
ネ
ッ
ト
す
れ
す
れ
に
落
下
す
る

の
に
、
試
合
に
な
る
と
キ
レ
が
悪
く

飛
行
距
離
の
長
い
フ
ラ
イ
ト
に
な
っ

て
し
ま
う
―
―
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

前
号
で
例
を
ひ
い
た
の
で
し
た
ね
。

こ
の
よ
う
な
ド

ロ
ッ
プ
で
は
、
相

手
が
楽
な
体
勢
で
レ
シ
ー
プ
で
き
る

わ
け
で
、
せ
っ
か
く
使
う
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ド

ロ
ッ
プ
を
使
う
な
ら
、
二
、
三

木
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
て
も
気
に
せ

０
ず
、
思
い
切
っ
た
短
い
フ
ロ
イ
ト
で

試
合
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

反
対
に
、
相
手
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
で

攻
め
ら
れ
た
場
合
は
ど
う
か
。
ふ
つ

う
な
ら
、
フ
ォ
ア
の
前
が
弱
い
選
手

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
岩
下
選
手
の

場
合
は
、
バ

ッ
ク
の
前
が
弱
い
の
で

す
。
徹
底
的
に
，ハ
ッ
ク
の
前
を
拾
う

練
習
を
す
す
め
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ス
で

も
バ

ッ
ク
打
ち
に
欠
点
が
あ
り
ま
す

の
で
、
後
述
し
ま
す
。

岩
下
選
手
は
試
合
中
に
失
敗
す
る

と
―
―
た
と
え
ば
、
点
を
献
上
し
た
、

あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
・
オ
ー
バ
ー
に

な

っ
て
し
ま
っ
た
―
―
そ
れ
に
い
つ

ま
で
も
、
こ
だ
わ
る
ク
セ
が
あ
り
ま

す
。そ
の
結
果
、
相
手
に
連
続
ポ
イ
ン

ト
を
与

え
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

が
、
ま
ま
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
自

身
で
、
思
い
あ
た
る
フ
シ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

試
合
中
は
、
多
少
の
ミ
ス
は
気
に

参
考
に
な
り
ま
す
。

岩
下
選
手
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
る
方
は
、
自
分
と
比
較
す
る
た

め
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
他
の
方
は
、
彼
の
サ
ー
ビ
ス
・
フ

ォ
ー
ム
を
見
て
お
け
ば
、
同
型
の
選

手
と
対
戦
し
た
と
き
、
惑
わ
さ
れ
ず

に
す
む
ば
か
り
で
な
く
、
見
当
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
人
の
プ
レ
ー
を
見
る
場
合
に
は

こ
う
し
た
心
が
け
が
必
要
で
す
。
自

「
ド
リ
ブ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
が
来
る
の

で
は
な
い
か
」
と
自
己
暗
示
に
か
か

り
、
前
進
を
阻
止
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
で
は
、
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
な
い
、

と
述
べ
た
意
味
は
な
に
か
。

そ
れ
は
、
バ
ー
ド
が
ネ
ッ
ト
上
を

通
過
す
る
と
き
の
高
さ
が
、
高
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
ら
だ
が
浮

く
の
で
、
日
標
が
決
ま
ら
な
い
こ
と

が
、　
一
つ
の
原
因
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な

″
甘
い
サ
ー
ビ
ス
″

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
意
外
に
多
い
も

の
で
す
。

こ
う
し
た
場
合
は
、
あ
と
五
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
さ
が

っ
た
位
置
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
や
っ
て
み
る
と
、
フ
ラ
イ
ト

の
一
番
高
い
ヤ
マ
が
自
分
の
エ
ン
ド

に
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上
を
通
過
す
る

と
き
は
、
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
り
ま

す
。低
く
な
れ
ば
、
ン
シ
ー
バ
ー
の
ラ

ッ
シ
ン
グ
を
防
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

来
″
シ
ョ
ー
ト

・
ロ
ウ

・
サ
ー
ビ
ス
″

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

岩
下
選
手
の
タ
イ
プ
の
選
手
が
、

か
ら
だ
で
の
フ
ェ
イ
ン
ト

・
モ
ー
シ

ョ
ン
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
活
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
シ
ョ
ー
ト

・
ロ
ウ

・

サ
ー
ビ
ス
を
、
も

っ
と
も

っ
と
練
習

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
な
い
精
神
的
な
強
さ
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。
と
い
っ
て
も

″
プ
レ

ー
は
人
な
り
″
で
、
性
格
が
よ
く
現

わ
れ
る
も
の
で
す
。
コ
ー
ト
の
中
で

だ
け
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思

っ
て
も
ダ

メ
で
、
ゃ
は
り
、
日
常
生
活
の
中
で
、

自
分
が
何
気
な
し
に
や
っ
て
い
る
こ

と
の
反
省
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
自
体
は
、
あ
ま
り
ほ
め

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
フ
ォ
ー
ム
は
、体
で

調
子
を
と
る
打
ち
方
を
す
る
の
で
、

分
と
な
に
が
ち
が
う
か
、
そ
れ
は
な

ぜ
か
、
を
常
に
注
意
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
岩
下
選
手
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

ラ
ケ
ッ
ト
の
打
面
に
シ
ャ
ト
ル
が
当

た
る
寸
前
、
ツ
マ
先
き
立
ち
に
な
っ

て
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
て
い
る
手
首

を
外
側
に
ま
げ
て
か
ら
打
つ
点
に
特

色
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
か
ら
だ
の
伸
び
上
が

り
と
同
時
に
シ
ャ
ト
ル
が
放
た
れ
る

の
で
、
ン
シ
ー
バ
ー
は
、
感
覚
的
に

100万人の ″ヾ ドミン トン上達法



71年 の 課 題

必
要
ク底
辺
″
と
ク強
化
″
の
融
合

【
口
年
あ
】
大
計
】賓
考
率
在
よ
写
【

ユ
杯

の
防
衛

に
も
油

断

は
大

敵

昨
年
度
、
女
子
は
ト
ッ
プ
級
に
脚

の
故
障
が
あ
り
、
王
座
揺
ら
ぐ
か
に

見
え
た
が
、
上
部
の
層
の
厚
さ
を
、

欧
米
の
老
化
と
、
東
南
ア
の
未
熟
と

が
、
日
本
の
王
座
維
持
を
容
易
な
ら

し
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

男
子
は
幾
度
か
、
世
界
最
高
峰
ヘ

の
登
頂
に
挑
ん
だ
が
、
時
に
は
選
手

自
体
の
体
力
、
技
能
の
不
足
か
ら
、

時
に
は
悪
天
侯

（条
件
）
に
は
ば
ま

れ
て
、
果
た
し
得
な
か
っ
た
。

考
え
て
み
る
と
、
最
近
の
日
本
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
は
瞳
目
す
べ
き
も

の
が
あ
り
、
特
に
女
子
の
場
合
は
、

そ
れ
が
著
し
い
。
ま
る
で
、
東
と
西

と
の
追
い
越
し
合
戦
の
観
が
あ
る
近

年
で
あ
る
。

東
が
台
頭
す
れ
ば
、
西
の
だ
れ
か

が
こ
れ
を
押
え
、
押
え
た
か
と
思
う

と
東
の
新
人
が
巻
き
返
し
、
そ
れ
も

す
ぐ
に
西
い
追
い
越
さ
れ
る
…
…
と

い
う
わ
け
で
、
敗
れ
ぬ
ま
で
も
、
ト

ッ
プ
に
あ
る
も
は
常
に
う
し
ろ
か
ら

追
わ
れ
つ
づ
け
た
。

全
英
か
ら
、社
会
人
、国
体
か
ら
、

全
日
本
総
合
、
全
日
本
学
生
、
そ
れ

に
数
々
の
対
外
試
合
、
息

つ
く
問
も

な
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
、
選
手
を
精

進
に
か
り
た
て
る
。

男
子
の
場
合
も
、
ほ
ば
、
こ
れ
に

等
し
い
状
態
で
あ
る
が
、
た
だ
、
女

子
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
東

西
の
競
争
が
全
然
、
見
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
十
数
年
、
西
の
男
子
は
押
さ

え
ら
れ

っ
放
し
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
ｃ
東
高
西
低
の
ま
ま
、

一
向
に
う
だ

つ
が
あ
が
ら
な
い
の
で

あ
る
。
西
で
育

っ
た

高
校
生
が

東

の
大

学
、
東
の
職
場
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
と
い
う
人
も
あ
る
が
、
西
の

各
県
指
導
層
の
奮
起
が
望
ま
れ
る
。

が
、
し
か
し
、
問
題
は
、
た
だ
単
な
る

奮
起
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
、
そ
れ

以
前
の
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

女
子

も
決
し
て
油
断
は

で
き
な
い

し
、
男
子
は
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
。
シ
ド

ニ
ー
で
ユ
杯

の
王
座
を
日
本
に
奪
わ
れ
て
以
来
、

ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
巻
き
返
し
に
で
て

い
な
い
が
、
水
泳
の
例
も
あ
る
。

米
国
は
か
っ
て
第
十
回
の
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
。オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
は
、

日
本
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、
雌

伏
十
年
、
ほ
と
ん
ど
の
少
年
少
女
が

そ
の
ア
メ
リ
カ
が
、
バ
ド
界
に
選

手
を
送
り
だ
し
て

″
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
場
″
で
日
本
に
度
々
、
敗
れ
た

と
な
れ
ば
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
が
到
底
、

許
さ
な
い
だ
ろ
う
。
水
泳
と
同
じ
よ

う
に
必
ず
巻
き
返
し
が
く
る
。

セ
ッ
ト
物
で
あ
る
が
、
日
本
や
そ

の
他
の
国
で
製
造
さ
れ
る
ラ
ケ
ッ
ト

が
、
多
量
に
米
国
に
買
わ
れ
て
い
る

温
水
プ
ー
ル
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
環

境
作
り
に
乗
り
だ
し
て
、
現
在
で
は

日
本
の
し
ご
き
的
、
急
造
的
、
あ
せ

リ
ム
ー
ド
を
尻
目
に
、
ゆ
う
ゆ
う
と

世
界
の
ト
ッ
プ
を
泳
ぐ
態
勢
を
確
立

し
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
事
態
が
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
に
起
こ
ら
な
い
と
は

断
言
で
き
な
い
。
今
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
と
見
な
し
て

い
た
よ
う
だ
。

こ
と
は
、
先
刻
、
御
承
知
の
通
り
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
乳
幼
児
や
老
壮
年
の

体
力
づ
く
り
で
は
、
日
本
よ
り
二
十

年
も
先
輩
で
あ
る
。
私
が
本
誌
上
で

昨
年
来
、
強
調
し
つ
づ
け
た

「
種
を

ま
き
苗
を
育
て
る
」
た
め
の
手
は
、

ア
メ
リ
カ
で
も
着
々
と
打
た
れ
て
い

る
は
ず
だ
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な

見
え
ぬ
カ
ゲ
に
お
び
え
る
よ
う
な

い
い
方
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
は
結
局
、

国
力
が
最
後
に
モ
ノ
を
い
う
。
ア
メ

リ
カ
の
国
力
が
、
ま
だ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
反
映
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
い
つ
反
映
し
な
い
と

も
限
ら
な
い
。

や
る
気
に
な
れ
ば
、
二
十
年
と
は

か
か
ら
な
い
。
十
年
あ
れ
ば
、
十
代

の
少
年
少
女
が
二
十
才
の
青
年
に
な

る
。
素
質
の
あ
る
者
が
そ
の
環
境
に

恵
ま
れ
れ
ば
、
五
年
の
歳
月
で
猛
者

に
成
長
す
る
。

追
い
越
さ
れ
る
な
と
気
付
い
た
と

き
は
、
大
て
い
間
に
合
わ
な
い
も
の

で
あ
る
。
全
く
油
断
は
で
き
な
い
）

と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
日

本
の
男
子
も
大
い
に
希
望
が
も
て
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

全
国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ま
で
拡
が

ら
な
く
て
も
、
各
県
、
各
市
町
村
の

指
導
者
が
、
少
年
少
女
に
ラ
ケ
ッ
ト

を
握
ら
せ
る
こ
と
に
、
真
険
に
取
り

組
め
ば
、
道
は
そ
ん
な
に
遠
く
な
い

の
で
あ
る
。

い
ま
、
世
界
の
ト
ッ
プ
級
の
女
流

が
、　
つ
い
七
、
八
年
前
ま
で
は
、
お
さ

げ
髪
の
可
愛
ら
し
い
少
女
で
あ
り
、

い
づ
れ
も
優
秀
な
指
導
者
に
見
出
さ

れ
育
て
ら
れ
た
そ
の
道
程
を
考
え
れ

ば
、
肯
け
る
こ
と
で
あ
る
。
中
央
に

集
め
て
合
宿
さ
せ
た
か
ら
、
こ
れ
等

の
選
手
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。

少
年
少
女
時
代
に
、
そ
の
す
ぐ
れ

水

沐
の

〃
二
の
舞
″
は
ご
め
ん
だ



▲芦間登美子・絵

た
素
質
を
、
た
ま
た
ま
優
秀
な
指
導

者
に
見
出
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ

ま
れ
、
中
央
に
出
て
、
そ
れ
に
磨
き

を
か
け
る
場
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

磨
こ
う
に
も
、
も
と
も
と
の
素
材

が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
研

磨
材
が
減
る
だ
け
で
あ
る
。

末

端

指

導

者

に

愛

情

を

こ
の

´
見
い
出
す
″
　
″
育
て
る
″

世
界
の
主
現
な
く
し
て
、
た
ま
た
ま
、

や
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
集
め
て

大
会
を
開
催
し
、
バ
ク
大
な
計
画
を

つ
い
や
し
て
合
宿
し
、
遠
征
す
る
だ

け
で
は
、
こ
と
は
解
決
も
し
な
け
れ

ば
、
進
展
も
し
な
い
。

ュ
杯
の
本
部
の
ひ
な
壇
に
坐
る
ベ

き
人
は
、
会
長
や
理
事
長
、
レ
フ
ェ

リ
ー
や
お
偉
方
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
見
い
出
し
、
育
て
た
地
方
の
中
学

や
高
校
、
或
い
は
、
街
の
指
導
者
も

加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

こ
の
精
神
が
尊
重
さ
れ
、
予
算
配

分
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
行
な
わ
れ
、

改
め
て
、
種
を
ま
き
苗
を
育
て
る
世

界
が
見
直
さ
れ
な
い
限
り
、
日
本
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
は
、
や
が
て
行
き

づ
ま
り
、
陸
上
や
水
泳
の
よ
う
に
、

と
い
っ
て
は
失
礼
だ
が
、
強
国
の
後

塵
を
浴
び
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ス７
つ
。
誤
解
の
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し

い
。
私
は
仕
上
げ
の
段
階
を
軽
視
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
や
、
そ
の

段
階
を
尊
重
す
れ
ば
こ
そ
、敢
え
て
、

苗
を
育
て
る
世
界
の
充
実
を
強
調
し

て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

（日
本
協
会
指
導
委
員
長

・
伊
藤
基

記
）

□

□

□

□

米

学
連
新
役
員

米

◆
全
日
本
学
連

＊
委
員
長
　
桐
竹
　
賢

（早
大
）

＊
同
副
　
　
保
坂
佳
人

（日
体
大
）

清
水
英
俊

（関
学
）

◆
関
東
学
連

＊
委
員
長
　
鈴
木
信
夫

（明
大
）

＊
同
副
　
　
表
　
義
章

（電
大
）

＊
会
計
　
　
表
　
義
章

（兼
任
）

＊
会
計
監
査
　
柏
木
葉
子

（成
城
）

◆
関
西
学
連

＊
委
員
長
　
山
崎
修
二

（大
市
大
）

＊
同
副
　
　
清
水
英
俊

（関
大
）

竹
原
伸
幸

（神
商
大
）

＊
会
計
　
　
斉
藤
彰
秀

（立
命
大
）

少芹夕ゃt 5く み瑕す
`
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‰
ｔ̈
一
節
ミ

伸 び ゆ く日本体 協 の同好会

=国立競技場との親善試合に圧勝=

｀
運動会
″
では人気独占のメーンエベン ト

新
春

一
月
十
二
日
、
国
立
競
技
場

代
々
木
第
二
体
育
館
で
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。

と
い
っ
て
も
、
さ
き
に
同
コ
ー
ト

で
開
か
れ
た
全
日
本
選
手
権
と
は
、

あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
内
容
で
は
あ

っ
た
が
、　
一
生
け
ん
め
い
な
態
度
と

楽
し
さ
と
で
は
、
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
体
育
協
会
の
事
務

局
職
員
と
目
立
競
技
場
職
員
と
の
親

善
試
合
で
、
体
協
事
務
局
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
同
好
会
が
生
ま
れ
て
か
ら

対
外
試
合
と
し
て
は
二
度
目
の
も
の

で
あ
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
か
れ
た

年
に
、
日
本
体
協
は
、
お
茶
の
水
か
ら

神
官
の
森
の
端
に
移
転
し
て
き
た
。

そ
れ
以
来
、
だ
れ
が
意
図
し
た
の
で

も
な
く
、
自
然
発
生
的
に
、
い
つ
の

間
に
か
同
好
の
士
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
本
誌
第
１０
号
に
も
紹
介

さ
れ
た
が
、昨
年
六
月
二
十
二
日
に
、

日
本
協
会
の
川
端
理
事
長
か
ら
日
本

体
協
の
中
島
事
務
局
長
が

「
社
会
体

育
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
最
適
で

あ
る
」
む
ね
、
お
す
す
め
い
た
だ
い

た
の
を
機
会
に
、
職
員
の
間
に
非
常

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

最
近
で
は
、
秋
の
運
動
会
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
気
種
日
に

ま
で
成
長
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
何

度
か
、
日
本

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
か

ら
の
用
具
の
寄
贈
な
ど
、
好
意
あ
る

ご
援
助
が
大
き
な
支
え
と
な

っ
て
い

た
。

新
年
度
に
は
正
式
ク
ラ
ブ
に
脱
皮

ヘ

現
在
の
と
こ
ろ
、
計
画
的
に
練
習

す
る
ま
で
に
は
な

っ
て
い
な
い
が
、

高
校
、
大
学
時
代
に
経
験
し
た
林
、

須
山
両
主
事
が
中
心
と
な
っ
て
、
昼

休
み
と
か
、
勤
務
時
間
後
の
地
下
体

育
館
で
は
、
喜
々
と
し
て
シ
ャ
ト
ル

を
追
う
男
女
職
員
の
姿
が
、　
コ
ー
ト

い
っ
ぱ
い
に
み
ら
れ
る
。

さ
す
が
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
者

が
多
く
、
当
初
に
く
ら
べ
て
長
足
の

進
歩
を
示
し
、
最
近
で
は
林
、
須
山

の
両
リ
ー
ダ
ー
も
、
若
い
職
員
に
、

ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
。
そ
の
自
信
が
、
対
外
試
合
に
、

応
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
と
思
う

が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア

・
ス
ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
で
あ
る
日

本
体
協
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
実
践

を
、
身
を
も

っ
て
示
す
こ
と
に
な
れ

ば
大
変
、
う
れ
し
い
。

日
本
体
協
の
事
務
局
に
は
、
職
員

の
親
睦
会
が
あ

っ
て
、
職
員
の
同
好

会
活
動
に
な
ど
も
、
積
極
的
に
援
助

し
て
い
る
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好

会
も
、
新
年
度
に
は
ク
ラ
ブ
組
織
を

確
立
し
て
、
親
睦
会
公
認
の
活
動
に

発
展
さ
せ
る
べ
く
、
現
在
、
準
備
中

で
あ
る
。

さ
て
、
親
善
試
合
は
結
果
は
別
記

の
と
お
り
で
、
勝
負
は
体
協
が
圧
倒

的
に
勝

っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
個

々
の
試
合
で
は
、
技
術
に

一
日
の
長

が
あ
る
体
協
に
対
し
、
若
さ
と
フ
ァ

イ
ト
で
拾
い
ま
く
る
国
立
競
技
場
が

真

っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
い
、
い
ず

れ
も
、
僅
差
で
決
ま
る
非
常
な
接
戦

で
あ

っ
た
。

な
か
で
も
、
中
村
、
大
輪
の
両
選

手
は
、
体
協
の
主
力
で
あ
る
林
、
須

山
両
選
手
を
さ
ん
ざ
ん
苦
し
め
、
林

選
手
は
つ
い
に
ダ
ウ
ン
、
第
ニ
ゲ
ー

ム
を
棄
権
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、

祗

黎
一２

轟̈
哺
囀
ザ
イ
ー
ト
・

一勒
傲



須
山
選
手
は
辛
う
じ
て
勝
っ
た
が
、

後
の
ダ
ブ
ル
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
急
拠

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ど
、　
ハ

プ

ニ
ン
グ
が
続
出
し
た
。

満
員
？
の
両
軍
応
援
団
の
声
援
に

励
ま
さ
れ
て
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な

っ
た

選
手
と
、
声
を
枯
ら
し
た
応
援
団
と

が

一
つ
に
と
け
合
い
、
非
常
に
楽
し

い
親
善
試
合
の
成
功
に
全
員
が
満
足

し
、
次
の
機
会
を
話
し
合
い
な
が
ら

終
了
し
た
。

（日
本
体
育
協
会
競
技

力
向
上
課

・
射
越
栄

一
＝
横
浜
国
大

Ｏ
Ｂ
）

Ｘ

　

　

Ｘ
　
　
　
Ｘ

日
本
体
協
４
１
１
国
立
競
技
場

○滋
　螂
２（・１１．日
２４）０納
　淋

村
　
　
代
が
ど
ん
な
に
む
ず
か
し
い
か
は
、

谷
　
　
４
月
と
１２
月
の
全
県
選
抜
社
会
人
対

村
　
　
井
姓
け
師

つ 戦
び
げ
針
確
嶽
¨
軌
畔
わ

ま
す
。

谷
　
　
　
も

つ
と
も
ヽ
前
途
は
暗
闇
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
若

輪
○
　
い
芽
が
あ
り
ま
す
」

と
し
て
、
七
月
県
体

へ
の
中
学
生

の
初
参
加
、
市
内
銀
行
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
創
設
準
備
、
７２
年
よ
り
中
学

校
体
育
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
参
加
…

な
ど
を
う
た
い
、
こ
の
競
技
が
静
か

に
全
県
に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
３３
号

（新
年
号
）
で
は

「新
春
打
ち
初
め
を
さ

っ
そ
く
や
り

ま
し
た
か
。
お
座
敷
の
ゲ
ー
ム
と
し

て
も
打
ち
初
め
は
で
き
ま
す
よ
。
バ

ス
ケ
ッ
ト

（か
ご
）
を
３
２
４
メ
ー

ト
ル
離
し
て
前
に
置
い
て
下
さ
い
。

新
し
い
シ
ャ
ト
ル
が

い
い
メ、
し
ょ

う
。
半
ダ
ー
ス
を
サ
ー
ビ
ス
よ
ろ
し

く
打

っ
て
下
さ
い
。
何
個
は
い
り
ま

し
た
か
。
団
体
戦
で
も
個
人
戦
で
も

で
き
ま
す
ね
」

と
い
っ
た
調
子
で
、
遊
び
な
が
ら

の
中
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
本
を

組
み
入
れ
て
、
す
す
め
て
い
る
。
そ

し
て

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
バ
レ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
に
つ
ぐ

″
未
来
の
ス
ポ
ー

ツ
″
と
し
て
、
底
辺
を
ひ
ろ
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（編
集
部
か
ら
）
全
国
の
皆
さ
ん

の
機
関
誌
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

山
本
君

（
慶
大
Ｏ
Ｂ
）

が
ネ
パ
ー
ル
の

コ
ー

チ

に

慶
応
大
Ｏ
Ｂ
の
山
本
次
生
君

（四

十
四
年
卒
、
二
十
四
歳
）
が
、
ネ
パ

ー
ル
ヘ
出
か
け
て
い
っ
た
。

山
本
君
は
文
部
省
が
や
っ
て
い
る

日
本
青
年
海
外
協
力
隊
の
事
務
局
に

勤
務
、
試
験
を
受
け
て
、
同
隊
の

一

員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
も
の
。

一
月
か
ら
約
二
年
間
、
ネ
パ
ー
ル

国
文
部
省
国
立
ス
ポ
ー
ツ
評
議
会
に

配
属
さ
れ
、
国
立
ス
タ
ジ
ア
ム
で
学

生
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
指
導
す
る
ほ

か
、
地
方

へ
も
出
張
コ
ー
チ
に
出
か

け
る
予
定
。

ス
ポ
ー
ツ
評
議
会
は
、
今
後
、
国

際
舞
台

へ
進
出
を
は
か
っ
て
お
り
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
ア
ジ
ア
大
会

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
山

本
君
に
面
倒
み
て
も
ら
お
う
と
い
う

わ
け
。
先
日
、
日
本
協
会
村
山
事
務
局
長

あ
て
に
届
い
た
便
り
に
は

「
快
適
な

毎
日
。
宿
敵
の
イ
ン
ド
打
倒
を
合
い

こ
と
ば
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

と
あ

っ
た
。

〃末
来
の
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〃

週
刊

で

盛

ん

に
活

動

中

機秋

関買
誌の

○
渤

○
須

○
佐林こ

こ
に
紹
介
す
る

（写
真
参
照
）

の
は
秋
田
県
協
会
と
秋
田
県
教
職
員

運
盟
が
共
同
で
発
行
し
て
い
る
機
関

誌

「
秋
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

毎
号
４
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
す
る
小

さ
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
が
、
ウ
イ
ー

ク
リ
ー
で
出
て
い
る
。
毎
週
の
編
集

で
は
、
さ
ぞ
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
と

推
察
す
る
。

競
技
会
が
あ
る
と
き
は
、
競
技
が

前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ふ

だ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
興
味
あ
る

″
読

み
も
の
″
が
の
っ
て
い
て
、
お
も
し

ろ
い
。
た
と
え
ば
、
第
３２
号

（十
二
月
三

十
日
号
）
で
は
、　
一
年
の
し
め
く
く

り
に
つ
い
て
触
れ
、

「
高
校
生
を
主
と
す
る
若
い
世
代

の
台
頭
が
欠
け
て
い
る
…
新
旧
の
交

な

、Ь

ュ面
Ｔ
た
ヽゝ

‥―

――
掛
Ц
ＩＩ
納
マ
Ｓ

藤   山  留藤
1     2     2
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審 判 部 監 修

１０

・
フ

ォ
ル

ト

（
２
）
　
　
　
　
　
条
文
の
第
２
項
の
場
合
は
、
サ
ー
　
　
答
　
′
うヽ
い
う
場
合
も
仮
想
で
き

一
拠
螢
き
通

　
　
　
　
　
　
　
ビ
ス

．
コ
ー
ト
か
ら
出
て
も
、　
コ
ー
　

ま
す
ね
。
し
か
し
、
実
際
に
あ
り
得

問
７８
　
ア
ウ
ト
と
は
ｏ

卜
全
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
　
）０
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
、
仮
り

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
本

　
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て

当
は
、

「
ア
ウ
ト
」
と
は
い
わ
な
い
　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
技
規
則
で
シ
ャ
ト
ル
の
台
と
羽

し
か
し
、
日
本
で
は
、
第
５
項
の
　

と
を
区
分
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、

場
合
は
勿
論
、
第
２
項
の
場
合
に
も
　
以
前
に
フ
ォ
ル
ト
で
あ
っ
た

「
フ
レ

「
ア
ウ
ト
」
と
コ
ー
ル
す
る
こ
と
に
　
―
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
」
の
と
き
だ
け
で

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に

一
括
　
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
特
に

ハ
ッ
キ

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

「
台
」
と
い
う
語
が
区
別
さ
れ
、

こ
れ
に
関
連
し
、
０
ネ
ッ
ト
を
く
　
そ
の
他
の
場
合
は
単
に
「
シ
ャ
ト
ル
」

ぐ

っ
た
と
き
、
⑮
天
丼
や
周
囲
の
壁
　
と
し
て
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

に
触
れ
た
と
き
、
の
２
点
も
、

「
ア
　
　
で
す
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル
の
ど
の
部

ウ
ト
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
覚
え
　
分
が
ラ
イ
ン
に
ふ
れ
て
も

「
イ
ン
」

て
下
さ
い
。
同
じ
第
５
項
に
書
い
て
　

と
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
ラ
イ
ン
の
直
ぐ
外
側
で
、

こ
の
０
０
の
フ
ォ
ル
ト
の
特
別
な
　
先
ず
台
の
部
分
が
床
に
ふ
れ
、
続
い

名
称
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
境
　
て
、
シ
ャ
ト
ル
が
コ
ー
ト
側
に
倒
れ

界
線
上
に
シ
ャ
ト
ル
が
落
ち
た
と
き
　
た
た
め
、
羽
の
部
分
が
ラ
イ
ン
に
ふ

は

「
ア
ウ
ト
」
で
な
く
て

「
イ
ン
」
　

れ
た
場
合
は
、

「
ア
ウ
ト
」
の
フ
ォ

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
知

っ
て
い
ま
　

ル
ト
が
す
で
に
生
じ
た
後
で
す
か
ら

す
ね
。
や
は
り
第
５
項
に
書
い
て
あ
　
や
は
リ
ア
ウ
ト
で
す
。

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
も
、
実
際
に
起
き
る
か
ど
う

か
怪
し
い
場
合
で
す
が
、
前
の
シ
ャ

ト
ル
の
羽
だ
け
が
先
き
に
ラ
イ
ン
に

ふ
れ
る
と
い
う
の
に
比
べ
れ
ば
、
可

能
性
は
多
い
で
す
よ
。

（規
則
第
１４

。
・６

・
・９
条
）

間
７７
　
サ
‐
ビ
ス
だ
け
に
限
ら
な

い
フ
ォ
ル
ト
に
つ
い
て
話
し
て
下
さ

い
。各
　
こ
れ
は
、
③
ア
ウ
ト
、
⑦
ネ

ッ
ト
、
③
オ
ー
バ
ー
・ザ
・ネ
ッ
ト
、

③
タ
ッ
チ

。
ザ

・
ネ
ッ
ト
、
⑩
ド
リ

ブ
ル
、
⑪
ダ
ブ
ル
・
タ
ッ
チ
、
⑫
ス

リ
ン
グ
、
⑬
タ
ッ
チ
。ザ
・ボ
デ
ィ
、

⑭
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ヤ
ー
の
９
種
類
で

す
。サ
ー
ビ
ス
の
際
の
フ
ォ
ル
ト
と
同

じ
よ
う
に
、　
一
つ
一
つ
の
お
話
を
進

め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

‐ｒ

ヨ

劃
劉

到

副

ル
が
サ
ー
バ
ー
の
斜
め
相
手
方

の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ト
の
外
に
落

ち
た
と
き
。―
第
１４
条
第
２
項
‐

サ
ー
ビ
ス
で
も
プ
レ
ー
中
で
も

シ
ャ
ト
ル
が
コ
ー
ト
の
境
界
線

外
に
落
ち
た
と
き
。

―
第
１４
条
第
５
項
―

間
７９
　
シ
ヤ
ト
ル
の
台
で
な
く
て

羽
の
部
分
だ
け
が
ラ
イ
ン
に
触
れ
て

も

「
イ
ン
」
で
す
か
。

間
８０
　
次
は

「
ネ
ッ
ト
」
で
し
た

ね
。
お
願
い
し
ま
す
。

答
　
第
１４
条
第
５
項
に
第
１９
条
の

説
明
を
合
わ
せ
、仮
り
に

「
ネ
ッ
ト
」

と
い
う
項
目
を
立
て
ま
し
た
が

「
ネ

ッ
ト
」
と
い
う
コ
ー
ル
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
コ
ー
ル
す

る
な
ら
、
単
に

「
フ
ォ
ル
ト
」
と
い

い
ま
す
。

し
か
し
、
普
通
の
場
合
は
、
主
審

は
こ
の
フ
ォ
ル
ト
に
関
し
て
は
何
も

コ
ー
ル
せ
ず
、
イ
ン
サ
イ
ド
が
勝

っ

た
な
ら

「
ポ
イ
ン
ト
」
、
ア
ウ
ト
サ

イ
ド
が
勝

っ
た
な
ら
、

「
サ
ー
ビ
ス

・
オ
ー
バ
ー

（ダ
ブ
ル
ス
で
は

『
セ

カ
ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
』
の
こ
と
も
あ

る
）
」
と
コ
ー
ル
し
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
で
も
、
。フ
レ
ー
中
で

も
、
シ
ャ
ト
ル
が
ネ

ッ
ト
を
通

り
ぬ
け
た
り
、
越
え
そ
こ
な

っ

一な御に
つネたッい̈
軒

一降孵ｒ条第５項―

。フ
ル′
―
〓〓．Ｔ
に
シ
ャ
ト
ル

が
ネ

ッ
ト
に
当
た

っ
て
ひ

っ
か
か
り
、
ネ

ッ
ト
に
当

た

っ
て
打

っ
た
人
の
方
の

地
面
に
落
ち
よ
う
と
し
た

り
、

コ
ー
ト
の
地
面
に
ふ

れ
た
後
で
、
相
手
が
ラ
ケ

ッ
ト
や
身
体
で
ネ

ッ
ト
や

シ
ャ
ト
ル
に
ふ
れ
て
も
、

そ
の
と
き
は
シ
ャ
ト
ル
は

イ
ン
プ

レ
ー
で
な
い
か
ら

罰
は
な
い
。

シ
ャ
ト
ル
が
ネ

ッ
ト
に

当
た

っ
て
か
ら
、
対
手

コ

ー
ト
ヘ
入
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
俗
に

「
ネ

ッ
ト

・

イ
ン
」
と
い
い
ま
す
ね
。

ラ
リ
ー
の
途
中
の
ネ

ッ
ト

・
イ
ン
が
フ
オ
ル
ト
に
な

― ―
|



ら
な
い
こ
と
は
、
卓
球
や
テ
ニ
ス
と

同
じ
で
す
が
、
．ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
と
き
で
も
、
ネ
ッ
ト

・

イ
ン
を
フ
ォ
ル
ト
や
レ
ッ
ト
に
し
ま

せ
ん
。
卓
球
な
ど
と
違
い
ま
す
ね
。

ネ
ッ
ト
に
当
た
っ
て
か
ら
、
打
者

側
の
コ
ー
ト
ヘ
落
ち
る
と
き
は
、
地

面
に
向
か
っ
て
落
ち
は
じ
め
た
瞬
間

に
フ
ォ
ル
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も

卓
球
や
テ
ニ
ス
と
違
う
点
で
す
。

間
８．
　

「
ネ
ッ
ト
を
通
る
」

っ
て

ど
ん
な
場
合
で
す
か
。

答
　
ネ
ッ
ト
の
網
目
を
抜
け
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
と
ネ
ッ
ト

の
間
に
よ
く
見
ら
れ
る
三
日
月
形
の

隙
間
を
抜
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ

う
ね
。
こ
れ
は
、
正
し
く
１
・
６
つ
か
ら

１

・
９
つ
の
網
目
の
ネ
ッ
ト
を
正
し

く
ポ
ス
ト
に
張
れ
ば
、
起
き
る
は
ず

の
な
い
こ
と
で
す
。
第
３
章
の
ネ
ッ

ト
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
下
さ
い
。

間
８２
　
次
は

「
オ
ー
バ
ー

・
ネ
ッ

ト
」
で
す
ね
。

答
　
第
１４
条
第
６
項
で
す
が
、
解

説
２
に
も
関
連
事
項
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
お

話
し
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

「
オ
ー

バ
ー

・
ザ

・
ネ
ッ
ト
」
は

「
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ヤ
ー
」
の
一
種
で
あ
る
こ
と

を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

「
イ
て
フ
レ
ー
」
の
シ
ャ
ト
ル

を
、
ネ
ッ
ト
を
越
え
る
前
に
打

ち
返
え
し
た
と
き

（し
か
し
そ

の
ス
ト
ロ
ー
ク
で
な
ら
ば
ネ
ッ

ト
を
越
え
て
ラ
ケ
ッ
ト
で
シ
ャ

ト
ル
を
追

っ
て
も
よ
い
）

―
第
１４
条
第
６
項
―

図
を
見
て
下
さ
い
。

（Ａ
）
が
フ

ォ
ル
ト
で
（Ｃ
）
は
フ
ォ
ル
ト
で
な
い

こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。
（Ｂ
）

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
フ
ォ

ル
ト
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

（Ｄ
）
も
フ
ォ
ル
ト
で
は
な
い
の
で

す
。
規
則
書
の
言
葉
を
綿
密
に
読
め

ば
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
３７
年
の
夏
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

行
な
わ
れ
た
第
５
回
ア
ジ
ア
競
技
大

会
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
審
判
に
つ

い
て
、
タ
イ
国
選
手
が
不
満
を
表
明

し
て
、
団
体
戦
の
決
勝
の
と
き
退
場

し
、
個
人
戦
に
は
と
う
と
う
出
場
し

な
い
と
い
う
不
祥
事
が
起
き
ま
し
た

タ
イ
国
選
手
が
正
し
か
っ
た
の
か

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
審
が
正
し
か
っ

た
の
か
、
神
な
ら
ぬ
身
に
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、問
題
の
焦
点
は
こ
の
「
オ

ー
バ
ー

・
ザ

・
ネ
ッ
ト
」
の
判
定
に

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
Ｂ
）
の
場
合
の
見
解
に
つ
い
て
の

く
い
ち
が
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
ｏ

問
８３
　
オ
ー
バ
ー

・
ザ

・
ネ

ッ
ト

と
次
の
タ
ッ
チ
・ザ
・
ネ

ッ
ト
と
は
、

ネ

ッ
ト
を
越
え
る
の
と
ふ
れ
る
の
と

の
違
い
で
す
ね
。

答
　
そ
う
で
す
。
し
か
し
そ
の
ほ

か
に
、
細
か
い
こ
と
の
よ
う
で
す
が

一
寸
違
う
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
規

則
の
条
文
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

「
イ
ン
プ
レ
ー
」
の
と
き
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
ラ
ケ
ッ
ト
、身
体
、

着
衣
が
ネ
ッ
ト
や
そ
れ
を
支
え

る
も
の
に
ふ
れ
た
と
き
。

―
第
１４
条
第
７
項
―

わ
か
り
ま
し
た
か
。
オ
ー
バ
ー

・

ザ

・
ネ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
ラ
ケ
ッ

ト
を
問
題
に
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
し

て
、
解
説
に
よ
っ
て
、
身
体
も
問
題

に
し
て
い
ま
す
。
タ
ッ
チ
・ザ
・ネ
ッ

ト
の
方
は
、
そ
の
ほ
か
に
着
衣
も
ふ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。 l l   ^ 

 ` ′

ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
を
お
寄
せ
下
さ
い

愛
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

日
本
協
会
の
審
判
委
員
会
で
は
、　
　
こ
と
な
ど
、
な
ん
で
も
け
っ
こ
う
で

審
判
の
講
習
、
検
定
な
ど
の
教
材
に
　
す
か
ら
、
具
体
的
に
、
で
き
る
だ
け

す
る
た
め
、
現
実
に
あ

っ
た
判
定
上
　
く
わ
し
く
書
い
て
お
寄
せ
下
さ
い
。

の
ト
ラ
ブ
ル
や
誤
審
の
例
を
集
め
て
　
　
あ
て
さ
き
は

「東
京
都
渋
谷
区
神

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

一
ノ
一
ノ
一
、
岸
記
念
体
育
会
館

読
者
の
皆
さ
ん
が
実
地
に
体
験
し
　
内
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
内
、

た
、
こ
の
種
の
例
や
、
判
断
に
迷

っ
　

審
判
委
員
会
」
で
す
。

た
こ
と
、
い
ま
だ
に
納
得
で
き
な
い
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各

地

の

試

合

各

地

の

試

合

男

子

複

は

森

。
河

田

組

青

年

の

部
、

女

子

は

大

橋

◆
第
２３
回
中
部
日
本
選
手
権

（１１
　
　
◆
第
１６
回
全
九
州
実
業
団

。
社
会

月
１
２
２
日
・
金
沢
）
　
　
　
　
　
　
人
選
手
権

（■
月
２２
１
２３
日

・
久
留

少
年

・
少
女
、三日
年
男
女
、成
年
、　
　
米
）

壮
年
の
各
個
人
戦
が
行
な
わ
れ
た
。　
　
　
実
業
団
は
男
女
の
団
体
、
社
会
人

少
年
は
北
陸
勢
が
強
く
、
シ
ン
グ
ル
　

は
個
人
戦
で
争
わ
れ
た
。

ス
は
西
村

（富
山
）
ダ
ブ
ル
ス
は
青
　
　
実
業
国
の
男
子
は
、
日
田
市
役
所

山

・
竹
村

（石
川
）
が
優
勝
し
た
。
　

（人
分
）
が
三
菱
重
工
長
崎
を
ス
ト

混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
、
全
日
本
出
場
ペ
　

レ
ー
ト
で
破
り
優
勝
、
女
子
は
住
金

ア
の
飯
田

・
清
水
組
の
も
の
と
な
っ
　

小
倉
が
日
田
市
役
所
を
し
り
ぞ
け
て

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
冠
を
得
た
。

青
年
男
子
の
ダ
ブ
ル
ス
は
森

・
河
　
　
社
会
人
の
青
年
男
子
は
熊
本
の
教

田
組

（岐
阜
）
青
年
女
子
シ
ン
グ
ル
　
ロ貝
。
工
藤
が
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は

ス
は
東
海
ナ
ン
バ
ー

。
ワ
ン
の
大
橋
　
長
崎
の
全
日
本
組
、
徳
永
と
柿
本
が

（愛
知
）
が
栄
冠
を
得
た
。　
　
　
　
　
せ
り
合

っ
た
す
え
、
柿
本
が
優
勝
し

口召
ナ
は

日

田
十
肌
軍
助
、
　
　
　
た
だ
〓
¨
」
（
い
い
″
蛯
組
ん
で
ダ

女
子
は
住
金
小
倉
に
栄
冠

　

男
子
は
壮
年
の
上
に
″老
年
″
の

＾
表

紙
Ｖ

ル
デ

ィ
・
ハ
ル
ト
ノ

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
創
立
２０

周
年
の
全
日
本
総
合
選
手
権
で
初
来

日
し
た
。
６６
年
十
二
月
の
こ
と
。
こ

の
と
き
は
西
野
（前
卜
杯
選
手
）
に
ベ

ス
ト
４
で
敗
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
、

日
本
勢
で
、
こ
の
エ
ー
ス
に
勝

っ
た

も
の
は
い
な
い
。

昨
年
の
卜
杯
戦

（
二
月
京
都
）
で

日
本
を
さ
ん
ざ
ん
苦
し
め
た
の
は
、

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
。
全
英

選
手
権
に
も
二
連
勝
、
実
質
的
な
世

界
Ｎ
０
１
で
あ
る
。

対
外
試
合
に
初
め
て
出
た
の
は
６６

年
九
月
の
マ
レ
ー
シ
ア
。オ
ー
プ
ン
。

こ
の
と
き
遠
征
中
だ

っ
た
日
本
協
会

の
村
山
事
務
局
長
は
、　
マ
レ
ー
シ
ア

の
エ
デ
ィ
・
チ
ュ
ン
・
コ
ー
チ
と

「
こ

れ
は
将
来
、
す
ご
い
大
物
に
な
り
そ

う
だ
」
と
話
し
合

っ
た
と
い
う
。

旧
姓
ル
デ
ィ
・
ニ
オ
と
い
い
、
６７

年
に
、
名
門
を
意
味
す
る

ハ
ル
ト
ノ

姓
を
国
か
ら
も
ら

っ
た
そ
う
だ
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
国
宝
的
存
在
で
あ
る
こ

と
は
、
本
号
の
板
垣
コ
ー
チ

「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
実
情
」
で
も
、
お
わ
か

り
の
こ
と
と
思
う
が
、
出
身
は
華
僑

（中
国
）
で
あ
る
。

初
来
日
の
こ
ろ
は
将
来
の
希
望
を

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
の
女
子
選

手
の
コ
ー
チ
」
な
ど
と
述
べ
、
関
係

者
を
ケ
ム
に
ま
い
た
。
し
か
し
、
い

ま
は
ど
う
や
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
志
願
ら

し
ぃ
。
２．
歳
、
マ
ッ
チ
収
集
が
趣
味
。

部
ま
で
行
な
わ
れ
、
日
本
協
会
の
指

導
委
員
長

・
伊
藤
選
手
が
シ
ン
グ
ル

ス
優
勝
を
と
げ
た
。

高
校
の
部
、
男
子
は
備
南

女
子
は
山
陽
が
圧
勝

◆
“
年
度
岡
山
県
秋
季
選
手
権

（１０
月
３．
―
■
月
１
日

・
西
大
寺
高
）

“
年
度
岡
山
県
秋
季
総
合
選
手
権

（・２
月
６
日

・
西
大
寺
高
）

秋
季
選
手
権
は
高
校
男
女
、　
一
般

男
女
に
分
け
て
の
個
人
戦
が
行
な
わ

れ
た
。
高
校
男
子
は
備
南
高
が
強
く
、
シ

ン
グ
ル
ス
は
藤
原
、
ダ
ブ
ル
ス
は
田

村

・
久
保
と
‘
一冠
″
を
手
に
し
た
。

同
女
子
は
山
陽
高
が
単
複
の
ベ
ス
ト

４
を
独
占
し
た
。　
一
般
男
子
は
岡
山

大
勢
同
士
が
争
い
、
山
田
が
優
勝
、

ダ
ブ
ル
ス
は
上
野

・
芳
上
組

（三
井

造
船
）
が
ト
ッ
プ
と
な

っ
た
。

総
合
選
手
権
の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で

も
、
上
野

・
芳
上
組
が
連
続
の
優
勝

を
と
げ
た
。
ま
た
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

も
石
田

（山
陽
高
）
が
秋
季
選
手
権

の
高
校
女
子
に
つ
い
で
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
。一部

は
菊
地

。
伊
藤
組
が

タ

イ

ト

リ

ス
ト

に

◆
４５
年
度
仙
台
市
秋
季
混
合
選
手

権

（１２
月
６
日

・
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
）一
部
は
菊
地

（Ｔ
Ｇ
ク
）
伊
藤
（宮

城
女
子
）
が
、
二
部
は
安
斉

（Ｔ
Ｇ

ク
）
中
山

（仙
台
女
商
Ｏ
Ｇ
）
が
そ

れ
ぞ
れ
タ
イ
ト
ル
を
と
っ
た
。

（お
こ
と
わ
り
）
こ
の
ベ
ー
ジ
の

記
銀
詳
報
は
、
巻
末
の

「
レ
コ
ー
ド

欄
」
に
あ
り
ま
す
。

年
末
か
ら
、
多
く
の
競
技
会
が
続

い
た
た
め

″
押
せ
押
せ
″
に
な

っ
て

し
ま
っ
た
。

次
号
は
、
競
技
と
し
て
は
新
年
の

全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

・
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
、
二
月
の
社
会
人
×
学

生
対
抗
を
と
り
あ
げ
る
。

二
つ
と
も
、
競
技
会
と
し
て
は
小

さ
な
規
模
だ
が
、　
ユ
杯

・
卜
杯
の
候

補
と
も
い
う
べ
き
ト
ッ
プ
級
の
選
手

同
士
の
せ
り
合
い
。
日
本

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
は
、
こ
う
し
た
競
技
会
を

通
じ
、
フ
ァ
ン
を
拡
大
し
、
選
手
と

一
般
愛
好
者
の
交
流
も
は
か
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

て
い
る
。
そ
の
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
盛
り
こ
み
た
い
。

そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ト

レ
ー
ナ
ー
制
度
、　
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ア
マ
問
題
等
も
、
日
下
、

取
材
中
な
の
で
、
で
き
た
も
の
か
ら

ご
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
日
本
協
会
は
二
月
の
総
会

で
役
員
を
改
選
、
新
し
い
事
業
を
決

定
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
。

特
別
の
よ
み
も
の
と
し
て
は
、
台

湾
に
遠
征
し
た
高
木
紀
子
選
手
の
ル

ポ
が
あ
る
。



ラケ ッ トの名 門 カ ワサ キ

長 い歴 史 と抜 群 の技 術 は世 界 が認 め る と こ ろ、 に

ス の よ さ、 そ の確 か な手 きた え… … もち ろ ん チ ャ

ぎっ た 1舜間 に わ か るパ ラ ン

ン ピオ ン も使 って い ます 。
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Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

０
４５
年
度
岡
山
県
秋
季
選
手
権
大
会

（１０
月
３．
日
―
■
月
１
日
・
西
大

寺
高
校
体
育
館
）

◆
高
校
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

松
井

（備
南
）
２
１
０
藤
長
（水
工
）

藤
原

（備
南
）
２
１
０
永
井
（水
工
）

▼
決
　
勝

藤
　
　
原
２
（
・５．５
日
８９
）
０
松
　
　
井

◆
高
校
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

畑鮒
（備南）２１
０詠叫
（水
工）

癬斯
（備南
）２１
１順緩
（倉
工）

▼
決
　
勝

畑
　
　
肺
２
一‐５９．７
‐‐‐
・３．５．４
一
・
麟
　
　
期

◆
商
校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

石
田

（山
陽
）
２
１
０
林
　
（山
陽
）

剛
迫

（山
陽
）
２
１
０
吉
田
（山
陽
）

▼
決
　
勝

石
　
　
田
２
⌒
・１１．
日
４７
）
０
剛
　
　
迫

◆
高
校
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

琳
田
（山
陽
）
２
１
０
請
即

（山
陽
）

葦
親
（山
陽
）
２
１
０
形
躍

（中
陽
）

▼
決

勝

琳
　　田
２（・５．５日
・０２）０難
　　幌

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

山
田

（岡
大
）
２
１
１
芳
上
Ｔ
一井
）

高
木

（岡
大
）
２
１
〇
三
木
（岡
大
）

▼
決
　
勝

山
　
　
田
２
一・５．５５
‐‐１
０９．５
一
・
・尚
　
　
本

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

坦
即
（」，
２１
０臨
財
（岡
大）

／‐ヽ毛制
（″“
２１
０嚇
‐‐‐奇本．
（岡
大）

▼
決
　
勝

妊
　　Ⅲ
２（・５．５‐‐
３９）０
ノＪ、毛　　制

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

児
玉

（日
産
）
２
１
０
糸
　
（岡
大
）

光
畑

（倉
レ
）
２
１
０
安
福
（岡
大
）

▼
決
　
勝

児
　
　
玉
２
一・・１１．０
‐‐‐
６８．２
一
・
光
　
　
畑

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

斌
餓
（岡
大
）
２
１
１
規
雌
（ク
ラ
ブ
）

絃
福
（岡
大
）
２
１
１
嶋
鵬

（国
大
）

▼
決
　
勝

絃
　
　
福
２
（
・５．５
‐１
７．２
）
０
蛸
　
　
蛎

０
４５
年
度
岡
山
県
秋
季
総
合
選
抜
選

手
権
大
会

（１２
月
６
日

・
西
大
寺

高
等
学
校
体
育
館
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

〓
一　
　
宅
　
２
１
０
芳
上

（三
井
）

（成
羽
高
教
）

高
木

（岡
大
）
２
１
１
上
野
↑
一井
）

▼
決
　
勝

，
一　
　
　
一七
２
（
・５．５
‐‐日
７５
）
０
一凸
　
　
　
大
年

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

姓
掛
Ｔ
一井
）
２
１
０
隷
榊

（岡
大
）

三
宅
、
柳
木
２
１
０
小
松
、
藤
井

（成
羽
高
教

。
　
　
　

（市
教
委
）

藤
田
中
教
）

▼
決
　
勝

舟
一　
　
即̈
２
（
・５．５
‐‐
２８
）
０
鱚
一　
　
・札

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

児
玉

（日
産
）
２
１
１
吉
田
（山
陽
）

石
田

（山
陽
）
２
１
１
光
畑
（ク
ラ
レ
）

▼
決
　
勝

石
　
　
田
２
一・・・１２
‐‐１
７０．．
一
．
児
　
　
玉

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

砧
剛
（山陽）２　
０研
印
（山陽）

畔
迫
（山陽）２
１０概
肛
（輌
雛
）．

▼
決
　
勝

Ｄ
４５
年
度
仙
台
市
秋
季
混
合
選
手
権

大
会

（１２
月
６
日

・
仙
台
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
）

◆

一
部
▼
準
決
勝

（
山
術
げ
狙

。中
２
１
０

（
力日
鶴
げ
哺
闘

・

ト
キ
ワ
ギ
Ｏ
Ｇ
）
　

二
女
Ｏ
Ｇ
）

菊
地
、
伊
藤
２
１
１
加
藤
、
川
島

宮（距
如
フ
）　
　
　
城（如
“っ
一官

▼
決
　
勝

菊
地

・
伊
藤
２
１
１
山
並

。
田
中

▼
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
決
勝

官（卑］ｒ妨）。木２１０
（リー‐珀軒癖「

◆
二
部
▼
準
決
勝

千
葉
、
石
田
２
１
１
湯
村
、
山
田

店（・五障
蝋離
Ｏ
Ｇ）
城（堪
逆窃
．官

（安節げ神
・山２１
０
（古端
耐蔽
印
。

女商
Ｏ
Ｇ）　
　
　
官
城
女
子）

▼
決
　
勝

安
斎

。
中
山
２
１
１
千
葉

・
石
田

▼
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
決
勝

（
後
餓
ｒ

。志
側
２
１
０

（
佐
離
ｒ
ｍ
醐

・

女
商
Ｏ
Ｇ
）
　
　
　
郵
政
局
）

回
第
２３
回
中
部
日
本
選
手
権
大
会

（■
月
１
１
２
日

・
金
沢
市
）

◆
少
年
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

飯
野

（新
潟
）
２
１
１
青
山
（石
川
）

西
村

（富
山
）
２
１
０
加
藤
（愛
知
）

▼
決
　
勝

西
　
　
村
２
（
‐５．５
日
・０５
）
０
飯
　
　
野

◆
少
年
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

（青和に
一村
２１
０
（西鮒
」謝村

（
松
鶴
岬
豫
田
２
１
１

（
堀
新口
肛
Ⅷ
野

▼
決
　
勝

鯖
　
　
枷
２
⌒
・８．５
‐‐
・６４
）
０
雑
　
　
鴎

◆
少
女
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

森
田

（岐
阜
）
２
１
０
西
山
（愛
知
）

島
田

（富
山
）
２
１
０
深
瀬
（静
岡
）

▼
決
　
勝

島
　
　
田
２
一・２６．２
‐‐―
・・．．．．
一
・
森
　
　
田

◆
少
女
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

（森印ギ
Ⅷ崎
２１
１
（‐日嚇ギ琳
田

期Ｆ
略Ⅷ
　
２１
０
（深締
附「
川

▼
決
　
勝

和一　　田川２（・５．５日
４３）０峰̈
　　一憫

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

（飯訓
ｒ稀
水
２１
０
（長硲Ｆ疇
崎

（橋嚇
ｒ科島
２１
１
（森綱昨「
下部

▼
決
　
勝

石吉

田田
2
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一融　　畑
２（・５．７日
４．４）０端̈
　　詠・

◆
青
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

牛
島

（愛
知
）
２
１
０
伊
村
（愛
知
）

川
上

（富
山
）
キ
ケ
ン
樋
口
（愛
知
）

▼
決
　
勝

川
　
　
上
２
一抑
州
細
一
・
牛
　
　
島

◆
青
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

松
下
、
山
本
２
１
０
伊
村
、
樋
口

（石
川
）
　
　
　
　
（愛
知
）

森
、
河
田
　
２
１
０
河
村
、
関
村

（岐
阜
）
　
　
　
　
（富
山
）

▼
決
　
勝

除
　
　
田
２
（
・８．５
日
・６５
）
０
雌
　
　
軒

◆
青
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

辻
田

（愛
知
）
２
１
１
橋
本
（愛
知
）

大
橋

（愛
知
）
２
１
０
小
沢
（愛
知
）

▼
決
　
勝

大
　
　
基個
２
（
・１１．
日
０７
）
０
汁
・　
　
一田

◆
青
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

小
沢
、
橋
本
２
１
０
大
橋
、
辻
田

（愛
知
）
　
　
　
　
（愛
知
）

工
藤
、
紺
野
２
１
１
中
村
、
富
田

（愛
知
）
　
　
　
　
（石
川
）

▼
決
　
勝

掛
　
　
林
２
（
・５．５
日
・３．２
）
０
紅
　
　
麟

◆
成
年
シ
ン
グ
ル
ス

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

▼
準
決
勝

奥
村

（石
川
）
２
１
０
中
田
（静
岡
）

大
野

（富
山
）
２
１
０
畑
　
（福
井
）

▼
決
　
勝

奥
一　
　
車利
２
（
・５．５
日
３．２
）
０
十
（
　
　
一野

◆
成
年
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

大
野
、
堺
　
２
１
０
中
田
、
七
沢

（富
山
）
　
　
　
　
（静
岡
）

（不訓
ｒ
Ｗ
田
２１
１
（糸硲灯
Ⅷ本

▼
決
　
勝

獄
　
　
野
２
（
・５．５
日
５３
）
０
い
　
　
剛

◆
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

畑

（福
井
）

２
１
０
井
沢
（愛
知
）

後
藤

（愛
知
）
２
１
０
中
村
（愛
知
）

▼
決
　
勝

畑
　̈
　
　
２
（
・５．５
‐１
０６
）
０
後
　
　
藤
¨

◆
壮
年
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

後
藤
、
井
沢
２
１
０
高
木
、
菊
川

（愛
知
）
　
　
　
　

（富
山
）

西
野
、
中
村
２
１
０
江
尻
、
内
多

（愛
知
）
　
　
　
　

（富
山
）

▼
決
　
勝

聯一　　一断２（‐５．８日
５．５）０輌一　　一請

０
第
１６
回
全
九
州
実
業
団
社
会
人
選

手
権
大
会

（■
月
２２
１
２３
日

・
石

橋
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
―
久
留

米
大
商
学
部
体
育
館
）

◆
実
業
団
男
子
団
体
戦

▼
準
決
勝

日
田
市
役
所
３
１
０
山
下
Ｋ

・
Ｋ

菫
暖
題
肛
所
３
１
１
北
九
州
市
役
所

▼
三
位
決
定
戦

山
下
Ｋ

・
Ｋ
３
１
１
北
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fJapan Von Thrco 6old Airbalr in the 6th Asian Games banminton chapionship tournament held

in Bangkok, Thailand from 9 to 20 oI Dec. '70, Ten nations took part in the tournament.

Japan showed its supremacy over ladies division. In the team event, Japanese women de{eated

the powerlul Indonesian by a narrow margin of 3-2 in the semi-{inal, at the end of a desperate 45 minutes

battle between Miss. Aizawa and Miss. Theresia.

In this {inal game of the final and filth match, Mrss. Theresia grasped the match point by 10-9.

But Miss. Aizawa mtaculously smashed her way collecting 4 points in successin to upset the match, when

Miss. Theresia netted her forehand receive.

Japan KOed the host country Thailand by the score ol 4-1 in the final.

Miss. Hiroe Yuki, '69 All England singles champion, gained victory in the same event. Miss.

Minarni, an Indonesian queen of badminton, gave up her match against Miss. Yuki in the semi-final because

of a leg cramp on the half way oI the second game.

In women's doubles, Miss. Aizawa, pairing with Miss. Takenaka, easly won the title beating the

Indonesian Miss. Nurhaena & Miss. Retono. The Japanese pair is the semi-finalist in the '70 All England

championship.

So {ar as men's division are concerned, Japan was the third nation.

splite the gold medals with Malaysia.

In this part, Indonesia

Indonesian snatched the team event defeating Thailand in the {inal. But, Ivlalaysian succeeded

in its revenge against Indonesia, whm P. Gunalan took hold of bothe singles and doubles titles. Ng Boon

Bee was the glorilied partner in the doubles.

*Badminton har boon popular among the Self Delense Forces (meaning Armed {orces in Japan).

Afliliated members with NBA (Nippon Badminton Association) are only 18,000, but the people

who enjoy badminton play in the SDF are said to be more than 35,000 including plain-clothes personel.

They have their own organization and hold All SDF championship tournament annually.

The reason is so simple: badminton is easy to handle i{ you never mind to be more skillful,

needs no large space for play, and very interesting because it has a varied speed of a flight.

The SDF has special training center where several kind oI sports, like modern pentathlon,

biathlon, weight.lifting, wrestleing, boxing has been taken lor the pourpose of sending Olympic athletes

in such a {ield.
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アル ミフレームに ア ル ミ シ ャフ ト採 用 .4/

車蚤い アルミニウム合金の比重は約2.7で 、銅の8.9や鉄の7.9に比べ

3資い
て%に過ぎず、非常に軽くリストの弱いプレーヤーに向きます。
特殊製法によるアルミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼
鉄に匹敵する強さが発揮されました。

木製、スチール製に比較して柔軟性、反携力が抜群。打球の初速
が早く、更に加速が増加してすばらしいスマッシュが打てます。

禁 ヨ孝 777~ク フト

弾 む

全国運動具専門店でヨネヤマのラケットと御指定下さい。

YONEYAMA RACKET

―)、ク勿
´

アルミナノ
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「

人間も都市も砂漠化している現代

あなたにとって幸福とは、いったい

111で しょう。GNPlL界 第 2イ立の

裕福さでしようか。ヒッピーたち

のもっている、あの自「Hな精神が

そうでしょうか。この索漠とした

現代、とにかく考えさせられます。

11か で、しかも人間らしい生活を

スコーレとは、物ri文 り1と精神文り1

のllll和 .つ まり、11か な人|‖ 社会

のための環境づくりと1,か な人間

lli舌のための物づくりにあります,

テイジンが拡大していく、豊かで

しかも人間性を尊lTlした世界です.

人間1耳可かを見失ダ にヽるようです

Oscholeギ リシャ語01eisure(余 暇)rest“ 木m ease(ゅ ったり)の同意語schoo:(学 問)の語源―岩波哲学辞典より

●訂 (ギ リシャ人はスコーしをすべての文化の根
'原

と考えていた●スコーしは最も人間的な時 HH人‖l的 な生活

人間を愛し

人間を考え

晰

醤

人間tニリ予ろう
スコー レ

帝 人株 式 会 社

●スコーレを拡大す0テイシン

天然資源Ff発 アフリカや南北アメリカで低硫黄

“

‖1をrl'こ中。ll本0■ ルギー資
'原

薇供のため キヽ 報
'F菜
｀
'議
社会 1,1攣社¨ 拡大。ヒ

"ヤ
、X執、コンピューターのベースフィルムを生産

rittfヒ 学事業 世界中の合螢生産に貢献。ギリエステ
ルをはじめ、各組の合崚HI原 1011産と輸‖1 プラスチッタ●案未来の11'舌 を支えるエンブニアリングプラスチッタやill用 プラスチックの開発と生産

合成機性事業 ●かな1li占 環境、新しい11:Ifl動
′ヾターンの綱遺。ファッシロンから

"棄
資材まで 食 出 事 実 健康社鈎 推進。理想的な食生i舌のための食品

`く
り。1・ エヽキス、植物蛋白など

|1 外 事 業 人露りま11:舌 充■.11‖ 10余力国～
■11.い

'エ

ステルをめ 1177■ lllで各I■ (=協 力 1「七||■ 事実 人鋼性を尊rlし たlF宅空11.創 造的な空間の建設.ハウノングから
レジャー分野まで


